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［市の人口］
72,447人

男＝35,502人
女＝36,945人
前月比＋6人

［世帯数］
26,138世帯
前月比＋27世帯

平成17年12月１日現在
（人口・世帯数は
外国人登録を含む）

荒川　日野鷺橋から望む日の出

1

［主な内容］
● 市長　年頭のごあいさつ
● 中学校の二学期制導入について
● わが街の魅力ある企業のご紹介
● 秩父市職員給与等を公表します



市報ちちぶは、区・町会の皆さんのご協力で配られています。
なお、市役所総合窓口、各総合支所、各公民館、吉田生涯学習センター、文化体育センターでも配布しています。 ❷

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

昨
年
４
月
１
日
に
大
海
原
に
船
出
を

し
た
「
新
秩
父
丸
」
が
、
時
代
の
荒
波

に
も
ま
れ
な
が
ら
も
順
調
に
航
海
を
続

け
、
新
た
な
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
の
も
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
５
月
１
日
に
「
新
秩
父

丸
」
の
初
代
船
長
に
就
任
し
、「
環
境

重
視
・
経
済
回
生
」
の
理
念
の
も
と
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
合
併
記
念
式
典
や
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
、
皆
様
と
共
に
新
市
の
誕

生
を
祝
い
ま
し
た
。
一
方
、
幼
い
子
ど

も
が
犠
牲
に
な
る
事
件
が
全
国
各
地
で

発
生
し
、
そ
の
報
に
接
す
る
た
び
に
胸

を
痛
め
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
行
政

を
預
か
る
者
の
責
務
と
し
て
、
皆
様
の

安
全
な
生
活
を
守
り
、
こ
の
よ
う
な
事

件
が
二
度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
危

機
管
理
体
制
の
充
実
に
全
力
を
挙
げ
て

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く

感
じ
ま
し
た
。

　

本
年
は
、「
新
秩
父
市
」
の
未
来
を

創
る
た
め
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
あ

る
基
本
構
想
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

次
に
掲
げ
る
施
策
を
重
点
的
に
推
進
い

た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
将
来
の
秩
父
を
担
う
志
高
き

「
秩
父
大
好
き
人
間
」
を
育
て
る
た
め

に
教
育
施
設
を
充
実
い
た
し
ま
す
。
秩

父
第
一
中
学
校
、
荒
川
東
小
学
校
、
吉

田
中
学
校
の
校
舎
改
築
事
業
と
秩
父
第

一
小
学
校
の
大
規
模
改
造
事
業
に
着
手

い
た
し
ま
す
。

　

次
に
、
花
と
緑
と
音
楽
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
ミ
ュ
ー
ズ

パ
ー
ク
の
整
備
を
促
進
い
た
し
ま
す
。

私
は
、
春
の
芝
桜
に
加
え
、
ミ
ュ
ー
ズ

パ
ー
ク
を
夏
か
ら
秋
の
新
た
な
観
光
ス

ポ
ッ
ト
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
春
に
は
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
北
口
に

「
旅
立
ち
の
丘
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
が
完

成
し
ま
す
の
で
、
皆
様
も
ぜ
ひ
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
音
楽
堂
を
中
心
に
「
秩
父
芸
術

祭
」
を
開
催
し
て
「
環
境
文
化
都
市
」

秩
父
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
高
度
情
報
化
社
会
に
対
応

し
た
社
会
基
盤
の
整
備
を
促
進
い
た
し

ま
す
。

　

市
民
生
活
や
企
業
活
動
に
不
可
欠
な

光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
高
速
大
容
量
通

信
網
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
12

月
発
行
の
市
報
ち
ち
ぶ
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
し
た
よ
う
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

の
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
の
早
期
整
備
を
働
き
か

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

携
帯
電
話
不
感
地
域
の
市
民
の
皆
様

に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す

が
、
大
滝
の
中
津
川
地
区
、
吉
田
の
小

川
・
明
ヶ
平
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
中
に
携
帯
電
話
の
使
用
が
可
能
と

な
る
よ
う
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
上
波
テ
レ
ビ
放
送
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
る
難
視
聴
地
域
対
策
事
業

に
着
手
い
た
し
ま
す
。
平
成
23
年
の
完

全
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た
具
体
的
な

施
策
の
検
討
を
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
財
政
の
厳
し
い
中
、
秩
父
回

生
の
諸
事
業
を
数
多
く
展
開
し
て
い
く

わ
け
で
す
の
で
、
徹
底
的
な
経
費
の
削

減
を
は
じ
め
、
一
層
の
行
財
政
改
革
に

職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

本
年
も
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
「
助
け
あ
い
温
も
り
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
方
に
と
っ
て
、
本
年
が
輝
か
し

い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈

り
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

秩
父
市
長

�
�

栗　

原　
　
　

稔



市報ちちぶは、資源再利用のため、古紙配合率100％再生紙を使用しています。

　

田
端

夫
氏
（
山
田
）
は
、
長
年
に

わ
た
り
、
財
団
法
人
埼
玉
県
遺
族
連
合

会
秩
父
市
支
部
地
区
支
部
長
、
副
会
長

お
よ
び
支
部
長
と
し
て
、
戦
没
者
遺
族

の
福
祉
向
上
と
戦
没
者
顕
彰
の
た
め
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
地
元
遺
族
の
切
な
る
願
い

で
あ
っ
た
戦
没
者
の
顕
彰
と
恒
久
平
和

を
願
い
、「
戦
没
者
顕
彰
碑
」
の
再
建

に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
財
団
法
人

埼
玉
県
遺
族
連
合
会
評
議
員
お
よ
び
監

事
と
し
て
、
健
全
な
財
政
基
盤
の
確
立

等
運
営
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
顕
著
な
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　

根
岸
嘉
孝
氏
（
野
坂
町
）
は
、
長
年

に
わ
た
り
、
秩
父
市
農
業
協
同
組
合
お

よ
び
ち
ち
ぶ
農
業
協
同
組
合
の
役
員
を

歴
任
し
、
支
店
の
統
合
、
財
務
の
健
全

化
等
、
組
合
経
営
の
改
善
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
秩
父
の
伝
統
産
業
で
あ
る

養
蚕
業
の
維
持
発
展
、
新
た
な
時
代
に

❸

受 

賞

　

小
池
順
二
郎
氏
（
野
坂
町
）
は
、
昨

年
10
月
20
日
、
平
成
17
年
度
地
方
教
育

行
政
功
労
者
と
し
て
、
文
部
科
学
大
臣

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
池
氏
は
、
地
元
の
公
立
学
校
に
永

年
勤
務
し
た
後
、
平
成
９
年
か
ら
７
年

に
わ
た
り
、
旧
大
滝
村
教
育
委
員
会
教

育
長
を
務
め
、
学
校
教
育
の
充
実
、
教

育
研
究
振
興
、
郷
土
芸
能
の
承
継
活
動
、

社
会
教
育
の
振
興
お
よ
び
体
育
ス
ポ
ー

ツ
振
興
等
、
学
校
や
地
域
の
実
態
を
十

分
に
把
握
し
た
教
育
行
政
を
進
め
、
多

大
な
成
果
を
挙
げ
ま
し
た
。

　

次
の
方
々
は
、
昨
年
11
月
14
日
、
埼

玉
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
、
平
成

17
年
度
「
県
民
の
日
」
記
念
式
典
に
お

い
て
、
県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

適
応
し
た
農
業
の
近
代
化
や
秩
父
地
域

の
特
色
を
活
か
し
た
農
業
振
興
に
実
績

を
上
げ
、
組
合
員
の
所
得
向
上
お
よ
び

地
域
農
業
の
振
興
に
努
め
、
地
産
地
消

の
推
進
、
林
業
や
観
光
業
と
も
連
携
し

た
都
市
と
農
山
村
の
交
流
等
に
よ
り
、

地
域
社
会
へ
も
積
極
的
に
係
わ
る
農
協

育
成
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
顕
著

な
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
図
る
た

め
埼
玉
県
が
推
進
し
て
い
る
「
彩
の
国

５
つ
の
ふ
れ
あ
い
県
民
運
動
」
の
優
良

校
に
西
小
学
校
が
選
ば
れ
、
昨
年
11
月

18
日
、
知
事
公
館
で
行
わ
れ
た
表
彰
式

で
、
他
の
21
団
体
（
校
）
と
と
も
に
埼

玉
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
小
学
校
で
は
、
地
域
の
方
々
の
協

力
の
も
と
で
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
「
読

み
聞
か
せ
」
や
読
書
月
間
に
よ
る
読
書

活
動
を
推
進
す
る
ほ
か
、「
水
辺
の
楽が

っ

校こ
う

」
を
活
用
し
て
の
環
境
教
育
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
長
寿
ク

ラ
ブ
の
方
々
を
講
師
と
し
た
学
習
や
給

食
会
食
会
等
を
実
施
し
、
地
域
の
方
々

と
の
交
流
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
が
高
く
評
価
さ
れ
、

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

文
部
科
学
大
臣
表
彰小池順二郎 氏

（野坂町）

県
知
事
表
彰

田端　 夫 氏
（山　田）

根岸　嘉孝 氏
（野坂町）

西
小
学
校
�

�
彩
�
国
�
�
�
�
�
�
�

県
民
運
動
�

優
良
校
表
彰
�
受
賞

　秩父市では「助けあい　温もりのまち　秩父市地
域福祉計画」策定に向けての地域福祉意見交換会「い
きいき秩父　ふ・れ・愛ミーティング」を町会と共催
で実施しています。
　ミーティングでは、高齢者、障がい者、子育て、
健康づくりをテーマに、住民が困っていること、悩
んでいること、協力できることなどの意見を出し合っ
ていただき、住民がつくる福祉計画の基礎として活
用していきたいと考えています。
　そこで、これまでのミーティングで出されました
主な意見を市ホームページに掲載しましたので、ご
覧ください。（随時更新）
秩父市ホームページアドレス　http://www.city.chichibu.lg.jp
次の順でクリック　生活情報（福祉）→ふ・れ・愛ミー
ティング→ふ・れ・愛ミーティングにおける主な意見
問い合わせ　社会福祉課　☎２５－５２０４（直通）
　　　各総合支所健康福祉課
　　　　吉田☎７２－６０８２（直通）
　　　　大滝☎５５－０８６５（直通）
　　　　荒川☎５４－２１１６（直通）　

いきいき秩父

ふ･れ･愛ミーティングの
主な意見を掲載しています



みんなで追放 危険な習慣・飲酒運転　飲酒運転追放の輪をみんなの手で…
❹

　

こ
の
公
園
の
名
称
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
応
募
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
13
日
、
秩
父
舞
祭
り
と
秋

の
ば
ん
ば
表
参
道
祭
り
に
合
わ
せ
、「
妙

見
の
森
公
園
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
の
公
園
は
秩
父
の
自
然
の
森
を
イ

メ
ー
ジ
し
、
手
前
の
丘
に
は
芝
桜
を
、

森
の
主
木
に
は
カ
エ
デ
を
施
し
、
ほ
か

に
コ
ブ
シ
や
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
な
ど
秩
父
の

木
々
や
山
野
草
を
植
栽
し
ま
し
た
。

　

中
心
市
街
地
の
中
に
あ
る
公
園
と
し

て
、
市
民
の
憩
い
の
場
や
待
ち
合
わ
せ

の
場
、
観
光
客
の
集
合
の
場
に
、
皆
さ

ん
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

商
業
振
興
課

　

☎
22―
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線
２
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秩父の自然の森を
　　イメージしています
　（旧秩父消防署跡地）

妙見の森

公園が
オープン
しました

平成18年度における中学校の二学期制導入について
～ 確かな学力を身に付ける教育の推進のために ～

　中学校では平成18年度から二学期制を実施いたします。二学期制についての基本的な考え方と概要についてお知
らせしますので、保護者や市民の皆様のご理解とご協力をお願いします。

二学期制を実施する基本的な考え方
１ ．ひとつの学期を長期的な学習の期間としてとらえ、ゆとりの中で実感を伴う理解や学び方を身に付け、学ぶこ
との楽しさ、成就感が体感できるような指導を展開します。
２ ．生徒一人ひとりが自分の興味・関心を基にした、連続的、発展的学習の展開を推進します。
３ ．学期の長期化を生かした指導の中で、一人ひとりの学習状況を的確に把握して評価し、学習指導の充実を図ります。
４ ．長期休業をひとつの学期の一部としてとらえ、生徒自身の課題設定による自主学習など自ら学ぶ意欲や態度の
育成と補充学習の機会にします。

○　３学期制の状況を教師側から振り返ってみますと、計画のための十分な時間の確保ができなかったという課題
があります。また、生徒側から見れば、じっくりと学習へ取り組むことができず、目標の達成半ばで、学期の終
業を迎え長期の休みに入ってしまいます。したがって、次の学期から、また新たな目標を設定しスタートしてい
くという問題もありました。
     １月から３月までの３学期は、特に短い学期で充実した授業を実践しにくい現状があります。それを解決する
ためにも、長い学期の中で計画できる二学期制には価値があります。

○  そこで、前期は、４月から10月まで、後期は10月から３月までの期間とすることにより、生徒も教師も長い学
期の中で目標に向かって計画的に授業等に取り組むことができるようになります。

○　夏休みは前期の一部となり、生徒にとって、夏休みにじっくりと自分の課題修正を行うことができ、夏休み明
けにその成果が現れることが期待できます。
　　教師にとって、夏休み前までの生徒の課題をもとに、夏休み期間中に補充指導や個別指導に取り組むことがで
きます。また、夏休み中に十分時間をかけて評価のまとめや夏休み後の授業等の準備が可能となります。このこ
とにより、休みが明けた後、生徒も教師も落ち着いて、じっくりと学習に臨めるようになりますし、ゆとりを持っ
て運動会の練習等にも取り組めます。

○　連続する４日間（土・日を含めて）の秋休みを挟んで、前期と後期の区切りとします。二学期制の区切りは節
目であって、学習や学校生活の意識の区切りがつけられます。生徒も教師も後期に向かって学習への意識を持続
しながら、秋休みという短い区切りで気持ちの切り換えを行い、意欲を持って後期に入ることができます。

平成18年度における中学校の前期・後期日程（予定）
前期　４月１日～10月24日
106日（授業日数）

後期　10月25日～３月31日
93日（87日）

・春季休業日　　４月１日～４月７日
・夏季休業日　　７月20日～８月28日
・秋季休業日　　10月21日～10月24日
・冬季休業日　　12月25日～１月７日
・学年末休業日　３月27日～３月31日  
※秋季休業日は土・日を含めた４日間 
※開校記念日は授業日数から除かれます。
※（　）の中は、中学３年生の授業日数です。

小学校は、平成19年度の二学期制導入に向けて、各学校で研究を進めてまいります。
問い合わせ　学校教育課　☎２５－５２２８（直通）

春
季
休
業
７
日

夏
季
休
業
40
日

秋
季
休
業
４
日

冬
季
休
業
14
日

学
年
末
休
業
５
日

授業日数
69日

授業日数
37日

授業日数
40日

授業日数
53日
（47日）



❺

　

市
で
は
、
高
等
学
校
、
専
門
学
校
、

各
種
学
校
、
大
学
等
に
入
学
が
決
定
し

た
方
お
よ
び
在
学
中
の
方
に「
奨
学
金
」

等
の
貸
付
け
を
行
い
ま
す
。

　

貸
付
額
等
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

申
込
資
格

○
保
護
者
が
、
市
内
に
居
住
し
て
い
る

方
（
武
山
・
髙
山
奨
学
生
の
保
護
者

は
２
年
以
上
）

○
学
校
長
の
推
薦
を
得
ら
れ
る
方

○
学
校
に
入
学
が
決
定
し
、
ま
た
は
在

学
中
で
、
学
資
の
支
出
が
困
難
で
あ

る
方
（
困
難
な
程
度
に
つ
い
て
は
、

規
則
で
定
め
る
経
済
的
基
準
に
よ
り

ま
す
。）

○
奨
学
金
に
相
当
す
る
他
の
学
資
の
貸

　

付
け
を
受
け
て
い
な
い
方

○
保
護
者
が
、
市
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
方

○
保
証
人（
市
内
在
住
）が
得
ら
れ
る
方

申
請
時
�
必
要
�
書
類

○
学
校
長
の
推
薦
書
・
成
績
証
明
書

　
（
髙
山
奨
学
生
は
、
推
薦
書
の
み
）

○
入
学
決
定
通
知
書
、
ま
た
は
在
学
証

明
書
の
写
し

○
世
帯
全
員
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
の

写
し

○
履
歴
書
（
形
式
は
自
由
）

○
保
護
者
の
納
税
証
明
書
、
ま
た
は
非

課
税
証
明
書

○
保
護
者
の
所
得
を
証
明
す
る
書
類

○「
申
請
書
」
と
「
調
書
」（
学
校
教
育

課
お
よ
び
吉
田
・
大
滝
・
荒
川
の
教

育
委
員
会
各
事
務
所
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。）

申
請
書
配
布
�
�
�
受
付
期
間

　

２
月
１
日
㈬
〜
３
月
31
日
㈮

募
集
人
員　

各
奨
学
資
金　

20
人
程
度

申
込
�
�
問
�
合
�
�　

　

学
校
教
育
課

　

☎
25―

５
２
２
８
（
直
通
）

教
育
委
員
会
各
事
務
所

　

吉
田
☎
77―

１
１
０
０
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55―

０
８
６
７
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54―

２
３
９
８
（
直
通
）

だ
き
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
い
た

だ
け
る
方
法
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
る
と

い
う
反
面
、
参
加
者
個
々
の
技
術
レ
ベ

ル
の
相
違
に
よ
っ
て
、
初
心
者
の
方
な

ど
が
入
り
に
く
い
状
況
を
作
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
７

月
１
日
以
降
の
貸
出
方
法
と
金
額
を
次

の
よ
う
に
改
正
し
ま
し
た
。

①
料
金
…
原
則
１
コ
ー
ト
２
時
間

１
，０
０
０
円
（
市
民
利
用
）

②
コ
ー
ト
…
貸
切
（
現
地
申
請
）

　

こ
れ
に
よ
り
、
他
グ
ル
ー
プ
（
利
用

者
）
に
気
兼
ね
な
く
プ
レ
ー
し
て
い
た

だ
け
る
環
境
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
秩
父
市
に
は
ナ
イ
タ
ー
利
用

で
き
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
羊
山
公
園
の

ほ
か
に
荒
川
運
動
公
園
内
に
も
あ
り
ま

す
。
荒
川
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
ナ
イ
タ
ー

利
用
は
、
荒
川
総
合
支
所
の
ほ
か
、
各

総
合
支
所
（
吉
田
・
大
滝
）、
ス
ポ
ー

ツ
健
康
課
で
事
前
申
請
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
�
投
書
�
�
問
�
合
�
�　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　

☎
25―

５
２
３
０
（
直
通
）

投
書
箱
担
当　

秘
書
課

　

☎
22―

２
２
０
１
（
直
通
）

「
何
で
も
投
書
箱
」へ
の

投
書
か
ら

「
何
で
も
投
書
箱
」へ
の

投
書
か
ら

羊
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

ナ
イ
タ
ー
利
用
に
つ
い
て

市の
奨学金制度を
　ご利用
　　ください

武山育英資金 髙山奨学資金 奨学資金 入学準備金

対　 象
お よ び
貸 付 額

・高校生月額１万円以内
・大学生（短大生・高等専門
学校生を含み、大学院生
は除く）月額５万円以内

専門学校生等（准看護学校・
看護学校・専修学校・各種
学校生、修業年限２年以上）
月額４万円以内

・高校生月額２万円以内
・大学生（短大生・高等専門
学校生を含み、大学院生
は除く）月額４万円以内

大学生（短大生・高等専門
学校生を含み、大学院生は
除く）一時金30万円以内

利　 子 無利子 年利５％

振込時期 正規の修学期間内において、毎年５月と10月に６か月分をまとめて振り込みます。 平成18年５月

償還期間
貸付期間の終了した翌月か
ら10年以内

貸付期間の終了した翌月か
ら８年以内

貸付期間の終了した翌月か
ら10年以内

平成19年度から４年以内

借 受 者 学生または生徒 学生 学生または生徒 学生の保護者

�

羊
山
�
�
�
�
�
�
�
�
利
用
�
�

�
�
�
�
当
日
�
現
地
申
込
�
�
�
料

金
�
�
�
円
�
支
払
�
�
�
�
�
�
�

内
�
混
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
多
�
�
未
経
験
者
�
�
安
心
�
�

�
�
�
申
込
方
法
�
�
�
�
�
増
設
�

考
�
�
�
�
�
�
� 

�
匿
名
�

　

平
成
17
年
６
月
以
前
の
利
用
方
法
は
、

現
地
に
て
１
０
０
円
を
お
支
払
い
い
た



�
申
告
書
�
送
付
�
�
�
�

　

申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、

ご
案
内
の
ハ
ガ
キ
を
お
送
り
し
ま
す
。

申
告
の
際
は
、
ハ
ガ
キ
と
必
要
書
類
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
に
申
告
書
が
必
要
な
方

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
後
日
申
告

書
を
お
送
り
し
ま
す
。）

�
申
告
会
場
�
一
部
変
�
�
�
�

　

市
役
所
で
の
申
告
受
付
は
、
歴
史
文

化
伝
承
館
�
階
会
議
室
（
市
役
所
と
な

り
）
で
行
い
ま
す
。

　

吉
田
総
合
支
所
で
も
、
受
付
会
場
が

一
部
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
間
違

え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�

日
程
�
�
�
会
場
�
�
市
報
�
�
�

�
月
号
�
�
知
�
�
�
�
�
�

� 

65
歳
以
上
�
年
金
収
入
�
�
�
方
�

�
�
�
�
�
届
�
場
合
�
�
�
�
�

　

公
的
年
金
収
入
か
ら
所
得
を
算
出
す

る
計
算
式
が
改
正
さ
れ
た
た
め
、
65
歳

以
上
で
、
年
金
収
入
の
み
の
方
も
申
告

が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
16
年
中
の
年
金
収
入
の
状
況
等

に
よ
り
、
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
は
ハ

ガ
キ
を
お
送
り
し
ま
す
。

�
老
年
者
控
除
�
廃
止
�
�
�
�

　

65
歳
以
上
で
、
合
計
所
得
金
額
１
，

０
０
０
万
円
以
下
の
方
に
適
用
さ
れ
て

い
る
老
年
者
控
除
（
住
民
税
48
万
円
、

所
得
税
50
万
円
）
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

�
公
的
年
金
控
除
�
見
直
�
�
�
�

　

65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
、
公
的
年

金
収
入
か
ら
所
得
を
算
出
す
る
際
の
計

算
式
が
表
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
65
歳
未
満
の
方
に
つ
い
て
は

今
ま
で
ど
お
り
で
す
。

�
老
年
者
�
非
課
税
措
置
�

�
�
�
�
�
�
�

見
直
�
�
�
�

　

65
歳
以
上
で
、
前
年
の
合
計
所
得
金

額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方
に
適
用
さ

れ
て
い
た
非
課
税
措
置
が
、
段
階
的
に

廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
17
年
１
月
１
日
に
お
い
て
65
歳

に
達
し
て
い
た
方
（
昭
和
15
年
１
月
２

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
合
計
所

得
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方
は
、
平
成

18
年
度
�
均
等
割
額
�
所
得
割
額
�
税

額
�
�
分
�
�
�
減
額
�
�
平
成
19
年

度
�
�
分
�
�
�
減
額
�
�
�
�

　

平
成
20
年
度
以
降
は
、
減
額
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
65
歳
以
上
で
も
、
寡
婦

（
寡
夫
）、
障
害
者
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、

合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
で

あ
れ
ば
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

�
妻
�
対
�
�
均
等
割
額
�

�
�
�
�
�
�
�

見
直
�
�
�
�

　

市
県
民
税
の
均
等
割
（
４
，
０
０
０

円
）
が
課
税
さ
れ
て
い
る
夫
と
生
計
を

一
に
す
る
妻
で
、（
夫
と
と
も
に
市
内

在
住
の
方
）
扶
養
親
族
が
な
く
所
得
が

28
万
円
を
超
え
る
場
合
、
平
成
18
年
度

�
�
均
等
割
�
�
�
�
�
�
円
�
�
課

税
�
�
�
�
�

　

平
成
16
年
度
ま
で
均
等
割
は
非
課
税

で
し
た
が
、
平
成
17
年
度
は
緩
和
措
置

と
し
て
２
分
の
１
の
額
（
２
，
０
０
０

円
）
が
課
税
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

�
定
率
減
税
�
見
直
�
�
�
�

　

平
成
11
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
、

市
県
民
税
所
得
割
の
「
定
率
に
よ
る
税

額
控
除
」（
定
率
減
税
）
が
見
直
さ
れ

ま
す
。こ
れ
ま
で
所
得
割
額
の
15
％（
４

万
円
が
限
度
）
を
減
税
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
18
年
度
�
所
得
割
額
�
�
�

�
�
�
�
万
円
�
限
度
�
�
半
減
�
�

�
�
�

　

ま
た
、
所
得
税
の
定
率
減
税
に
つ

い
て
も
、
こ
れ
ま
で
所
得
税
額
の
20
％

（
25
万
円
が
限
度
）
で
あ
っ
た
も
の
が
、

平
成
18
年
分
所
得
税
�
�
10
�
�
12
万

�
千
円
�
限
度
�
�
半
減
�
�
�
�
�

問
�
合
�
�　

課
税
課
市
民
税
担
当

　

☎
22―

２
２
１
１

内
線
１
２
７
１
〜
１
２
７
３

各
総
合
支
所
税
務
担
当

　

吉
田
☎
77―

１
１
１
１

　

大
滝
☎
55―

０
１
０
１

　

荒
川
☎
54―

２
１
１
５
（
直
通
）

平
成
18
年
度
市
県
民
税
�

主
�
改
正
�
�
�
�

平成17年度まで
収入金額（A） 所得金額

260万円未満 （A）－140万円
260万円以上460万円未満 （A）×75％－ 75万円
460万円以上820万円未満 （A）×85％－121万円
820万円以上 （A）×95％－203万円

平成18年度から
収入金額（A） 所得金額

330万円未満 （A）－120万円
330万円以上410万円未満 （A）×75％－ 37万5千円
410万円以上770万円未満 （A）×85％－ 78万5千円
770万円以上 （A）×95％－155万5千円

公的年金等の所得額算出表（65歳以上の方）

老年者の非課税措置の見直しについて
〔前年の合計所得金額が

125万円以下の方〕

課税年度 昭和15年1月2日
以前に生まれた方

平成17年度以前 非課税

平成18年度 市県民税額の3分の2
を減額

平成19年度 市県民税額の3分の1
を減額

平成20年度以降 減額なし

定率減税の見直しについて

住民税減税 所得税減税

17年度 15％
〔４万円限度〕

20％
〔25万円限度〕

　　　
18年度
　　　

7.5％
〔２万円限度〕
［18年6月から

半減］

10％
〔12万５千円限度〕
［18年1月から

半減］

市
・
県
民
税
の

　
　
　
　
　

申
告
方
法
が
変
わ
り
ま
す

今
年
�
申
告
�
�
�
次
�
点
�
変
更
�
�
�
�
�
�
�
�

�
注
意
�
�
�
�
�

❻



　

次
の
よ
う
な
方
は
、
所
得
税
の
還
付

を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
源
泉
徴
収
さ
れ
た
配
当
や
原
稿
料
な

ど
の
収
入
が
少
額
で
、
し
か
も
そ
の

他
の
所
得
も
あ
ま
り
多
く
な
い
方

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
の
あ
る
方
で
、

雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
、
寄
付
金

控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な

ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

③
給
与
所
得
者
で
年
の
途
中
で
退
職
し
、

そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た
た
め
年
末

調
整
を
受
け
な
か
っ
た
方

④
予
定
納
税
を
し
た
が
、
確
定
申
告
の

必
要
が
な
く
な
っ
た
方

　

還
付
申
告
が
で
き
る
方
は
、
確
定
申

告
の
期
間
（
２
月
16
日
㈭
〜
３
月
15
日

㈬
）
に
か
か
わ
ら
ず
、
源
泉
徴
収
さ
れ

た
年
ま
た
は
予
定
納
税
額
を
納
付
し
た

翌
年
の
１
月
以
降
な
ら
、
確
定
申
告
書

を
提
出
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
確
定
申
告
の
期
間
は
会
場
が

大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告
書
は
ご

自
分
で
記
入
し
、
お
早
め
に
郵
送
な
ど

に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
土
・
日
・
祝
日
は
閉
庁
日
で
す
。）

　

な
お
、
還
付
金
の
支
払
い
ま
で
に
は
、

１
〜
２
か
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

　

還
付
金
の
受
取
り
は
、
本
人
の
預
貯

金
口
座
へ
の
振
込
み
が
大
変
便
利
で
す
。

　

申
告
の
際
、
銀
行
・
郵
便
局
等
の
金

融
機
関
名
お
よ
び
口
座
番
号
を
、
申
告

書
に
記
載
す
る
だ
け
で
済
み
ま
す
。

　

申
告
書
作
成
の
際
は
、国
税
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
所
得
税
の
確
定
申
告
書
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
す
れ
ば
、
自

宅
で
都
合
の
い
い
時
間
に
申
告
書
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
税
務
署

で
長
時
間
待
つ
こ
と
も
な
く
、
郵
送
で

提
出
で
き
ま
す
。

国
税
庁
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

http://w
w
w
.nta.go.jp

　

確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、

申
告
手
続
な
ど
を
税
理
士
に
依
頼
す
る

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
税
務
書
類
の
作
成
な
ど

を
税
理
士
に
依
頼
す
る
方
が
多
い
こ
と

に
便
乗
し
て
、
税
理
士
業
務
を
行
え
な

い
「
に
せ
税
理
士
」
が
申
告
書
な
ど
を

作
成
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

納
税
者
の
依
頼
に
よ
る
、
税
務
代
理
、

税
務
書
類
の
作
成
、
税
務
相
談
は
、
税

理
士
業
務
を
行
え
る
方
に
し
か
で
き
ま

せ
ん
。「
に
せ
税
理
士
」
は
、
法
律
に

違
反
す
る
だ
け
で
な
く
、
依
頼
し
た
方

に
も
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

以
上
問
�
合
�
�　

秩
父
税
務
署

　

☎
22―

４
４
３
３

  

関
東
信
越
税
理
士
会
秩
父
支
部
で
は
、

税
理
士
事
務
所
に
お
い
て
、
少
額
な

還
付
申
告
相
談
お
よ
び
申
告
書
の
作
成

を
無
料
で
行
い
ま
す
。
最
寄
り
の
税
理

士
事
務
所
へ
事
前
に
電
話
連
絡
の
う
え

（
受
付
時
間
：
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

４
時
）、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

※ 

ご
相
談
の
内
容
に
よ
っ
て
は
低
額
な

料
金
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
事

前
連
絡
の
際
に
担
当
税
理
士
に
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

関
東
信
越
税
理
士
会
秩
父
支

部
事
務
局
☎
24―

７
５
４
０

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い

な
い
65
歳
以
上
の
介
護
認
定
者
（
要
支

援
を
除
く
）
の
う
ち
、
身
体
障
害
者
と

同
等
程
度
の
方
に
、
申
請
に
よ
り
「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
交
付
し

ま
す
。

　

こ
の
認
定
書
を
持
っ
て
税
務
署
ま
た

は
市
（
課
税
課
）
に
申
告
す
る
こ
と
に

よ
り
、
本
人
ま
た
は
扶
養
者
の
税
金
が

減
額
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対�

象　

平
成
17
年
中
に
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
方
で
、
身
体
障
害
者
手

帳
、み
ど
り
の
手
帳（
療
育
手
帳
）、精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
っ
て
い
な

い
65
歳
以
上
の
要
介
護
１
か
ら
５
ま
で

の
介
護
認
定
者
で
、
平
成
17
年
中
の
所

得
を
申
告
す
る
際
に
、
所
得
税
や
市
県

民
税
が
①
課
税
さ
れ
る
方
②
課
税
さ
れ

る
親
族
な
ど
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方

申�

請　

高
齢
者
介
護
課
ま
た
は
、
各

総
合
支
所
健
康
福
祉
課
に
介
護
保
険
被

保
険
者
証
を
持
参
し
、
本
人
ま
た
は
代

理
人
が
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
17
年
中
に
介
護
保
険
料
を
納
め

た
65
歳
以
上
の
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、

所
得
税
や
市
県
民
税
の
申
告
の
た
め
に

納
付
額
が
必
要
な
場
合
に
、
申
請
に
よ

り
「
介
護
保
険
料
納
付
証
明
書
」
を
交

付
し
ま
す
。

　

こ
の
証
明
書
は
、
所
得
税
や
市
県
民

税
の
「
社
会
保
険
料
等
の
金
額
」
の
一

部
と
し
て
ご
使
用
で
き
ま
す
。

申�

請　

高
齢
者
介
護
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
健
康
福
祉
課
に
介
護
保
険
被
保

険
者
証
を
持
参
し
、
本
人
、
ま
た
は
代

理
人
が
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

以
上
問
�
合
�
�　

高
齢
者
介
護
課

　

☎
25―

５
２
０
５
（
直
通
）

還
付
金
�
受
取
�
�

口
座
振
込
�
�

申
告
書
�
作
成
�

便
利
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
税
理
士
�

�
注
意
�
�
�
�

税
理
士
に
よ
る
所
得
税
の

還
付
申
告
無
料
相
談

 

２
月
１
日
(水)
〜
15
日
(水)

障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
�
交
付
�
�
�

介
護
保
険
料
納
付
証
明
書

�
交
付
�
�
�

所得税の
還付申告は
お早めに

秩父税務署
からの
お知らせ

秩父税務署
からの
お知らせ

❼



　

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
立
候
補
予

定
者
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

候
補
者
と
な
ろ
う
と
す
る
方
（
代
理

者
で
も
結
構
で
す
）
の
出
席
を
お
願
い

し
ま
す
。

��

�　

２
月
17
日
㈮
午
後
２
時

�
�
�　

市
民
会
館
３
階
第
１
会
議
室

※ 

な
お
、
会
場
の
都
合
に
よ
り
立
候
補

予
定
者
１
人
に
つ
き
３
人
ま
で
の
出

席
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
�
合
�
�　

選
挙
管
理
委
員
会

　


22―

８
２
０
０

投
票
日
は
、４
月
23
日
㈰
で
す

秩
父
市
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会
�
開
催
�
�
�

住宅リフォーム資金助成事業
申請者の追加募集をします

　定員にまだ余裕があるため追加募集します。
対　象　①秩父市民であり、市税に未納がないこと
　　　　②申請者の居住用住宅であること
　　　　③この工事に関して市の他の助成制度を受けていないこと
※平成15年度・16年度で、この助成金を受けた方は対象外です。
対象工事　①工事費は20万円以上であること（消費税を除く）
　　　　②業者は、市内に住所を有し、市に業者登録していること
　　　　③住宅環境の改善に関する工事であること
工事例　畳の取換え・襖の張替え・外壁工事・屋根工事・台所、風呂等改
修工事・内装工事・カーポート設置工事・庭木の手入れなど居住用住宅
に関するリフォーム工事が対象となります。
助成金の額　工事費20万円以上（消費税を除く）について一律５万円とする。
申請受付日時

　　　　午前８時30分～午後５時15分（定員に達するまで随時受付）
受付場所　市民生活課、各総合支所市民支援課
※ 必ず工事前にお申し込みください。着工後の申込みは、受付できま
せん。また、工事終了期限については３月末日までとなります。
※詳しくは下記へお問い合わせください。
問い合わせ　市民生活課　☎２５―５２００（直通）

　

償
却
資
産
と
は
、
固
定
資
産
税
の
課

税
対
象
の
土
地
・
家
屋
以
外
で
事
業
の

用
に
供
す
る
構
築
物
、
機
械
お
よ
び
装

置
、
自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の

課
税
対
象
と
な
ら
な
い
車
両
、
工
具
器

具
お
よ
び
備
品
等
が
該
当
し
ま
す
。

申
告
�
�
�
�
�
�
�
�
�
方

　

法
人
や
個
人
の
経
営
者
の
方
で
、
１

月
１
日
現
在
に
秩
父
市
内
で
、
営
業
や

製
造
業
等
の
た
め
に
償
却
資
産
（
遊
休
、

簿
外
、
償
却
済
み
等
を
含
む
）
を
使
用

し
、
法
人
税
法
、
所
得
税
法
の
規
定
に

よ
る
所
得
の
計
算
上
損
金
と
し
た
も
の

や
、
必
要
経
費
と
し
て
減
価
償
却
額
を

算
出
す
る
も
の
等
を
所
有
し
て
い
る
方

申
告
�
方
法　

申
告
用
紙
（
市
役
所
課

税
課
並
び
に
各
総
合
支
所
総
務
課
税
務

担
当
に
備
付
）
に
記
載
の
う
え
、
法
人

に
つ
い
て
は
平
成
17
年
中
に
税
務
署
に

申
告
し
た
明
細
書
（
別
表
16
表
）、
個

人
に
つ
い
て
は
平
成
17
年
中
に
確
定
申

告
を
し
た
決
算
書
の
写
し
を
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
前
年
ま
で
に
償
却
資
産
の
申

告
を
さ
れ
て
い
る
方
、
秩
父
市
へ
平
成

17
年
中
に
法
人
登
録
、
個
人
営
業
届
を

提
出
し
て
い
る
方
に
は
、
12
月
中
旬
に

償
却
資
産
の
申
告
用
紙
を
郵
送
し
ま
し

た
の
で
ご
確
認
の
う
え
、
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
市
町
村
合
併
に
伴

い
、
旧
秩
父
市
、
旧
吉
田
町
、
旧
大
滝

村
、
旧
荒
川
村
に
ま
た
が
っ
て
資
産
を

所
有
し
て
い
る
方
は
、
合
算
し
た
価
額

で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
�
期
間　

１
月
４
日
㈬
〜
31
日
㈫

申
告
場
所　

市
役
所
課
税
課
、
ま
た
は
各

総
合
支
所
総
務
課
税
務
担
当

問
�
合
�
�　

課
税
課

　

☎
22―

２
２
１
１　

　
　
　
　

内
線
１
２
７
５
・
１
２
７
９

固定資産税の
償却資産

１月は申告月です

もう一度事業用

資産の見直しを

　次の方々から、寄附をいただき
ました。温かな善意に感謝し、ご
紹介します。 （平成17年11月）

◎社会福祉のために

▼ 16日、キルトフレンドちち
ぶ(若林恵子代表)から3万円 ▼

21日、クボバレエアカデミー
(久保栄治代表)から6万円 ▼25
日、匿名の方から3万円
◎ 市内小中学校の教育振興のた
めに

▼ 1日、市川栄一氏（作家）か
ら自作「ぼくンち二世帯じゅう
たく」56冊
◎文化向上のために

▼ 18日、湯本哲夫氏より、湯
本鶴嶺作　漢詩「致酒行」の書

ご寄附ありがとう
ございました

❽



秩父ファミリー･サポート･センターの会員を募集しています!!
秩父ファミリー ・ サポート ・ センターとは？

１． 保育施設・幼稚園等の開始前および終了後、お子さんを預かります。
２．保育施設・幼稚園等のお子さんの送り迎えを行います。
３．学校の放課後および学童保育終了後にお子さんを預かります。
４．保護者の病気や急用等の突発的な場合にお子さんを預かります。
５．その他、会員の仕事と育児の両立のために必要な援助を行います。

お願い
できますか？

手を借りたい
のですが… 任せて

ください！

①申し込み ②依　頼

③事前打ち合わせ

④援　助　活　動

⑤報酬等の支払い

秩父ファミリー・
サポート・センター

協力会員･依頼会員･両方会員を募集しています

　子育てに理解があり、育児の援助を行いたい方
（協力会員）、育児の援助を受けたい方（依頼会員）、
両方を希望する方（両方会員）を募集しています。

依頼会員：
生後６か月～小学６年生までのお子さんをお持ちの方
協力会員：
心身ともに健康で子育てに意欲のある18歳以上の方

ファミリー・サポート・センター料金表

曜日 利用時間 利用料金

月～金
午前８時～午後７時 １時間600円
午前８時前、午後７時以降 １時間700円

土・日
祝・祭日

午前８時～午後７時 １時間
各上記の100円増午前８時前、午後７時以降

＊ 入会を希望される方は、電話でセンターにご連
絡ください。詳しくご説明いたします。

問い合わせ

　秩父ファミリー・サポート・センター
　（社団法人　秩父市シルバー人材センター内）
　☎２１－３３１１（直通）

　

昨
年
10
月
30
日
、
広
島
県
広
島
市
で

行
わ
れ
た
第
58
回
全
日
本
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
全
国
大
会
で
、
秩
父
第
二
中
学

校
合
唱
部
が
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
校
合
唱
部
は
、
こ
の
大
会
の
埼
玉

県
大
会
で
金
賞
と
埼
玉
県
教
育
長
賞
を
、

さ
ら
に
関
東
大
会
で
は
金
賞
も
受
賞
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
埼
玉
県
大
会
で
金
賞
、

関
東
大
会
で
銅
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、

数
々
の
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
修
め
て

い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
11
日
、
埼
玉
県
立
武
道
館

で
行
わ
れ
た
埼
玉
県
新
人
・
県
民
総
合

体
育
大
会
で
、
秩
父
第
一
中
学
校
２
年

の
強
矢
一
嘉
さ
ん
が
柔
道
男
子
個
人
66

㎏ 

級
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、昨
年
11
月
６
日
、彩
の
国
さ

い
た
ま
芸
術
劇
場
音
楽
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
た
第
16
回
彩
の
国
・
埼
玉
ピ
ア
ノ
コ

ン
ク
ー
ル
で
秩
父
第
一
中
学
校
２
年
の

内
山
友
理
香
さ
ん
が
Ｄ
部
門
（
中
学
生

の
部
）
で
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
内
山

さ
ん
は
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
ヤ
マ
ハ

賞
、
県
教
育
長
賞
も
受
賞
し
て
い
ま
す
。

受賞の報告に市長を訪れた
秩父第二中学校合唱部の皆さん

受賞と優勝の報告に市長を訪れた
内山友理香さん（左）と強矢一嘉さん（右）

活
躍
�
�
�
�
�

秩
父
�
中
学
生

秩
父
第
二
中
学
校

�
�

合
唱
部
�

全
国
大
会
�
銀
賞
受
賞

秩
父
第
一
中
学
校

強
矢
一
嘉
�
�
�

柔
道
�
県
大
会
優
勝

内
山
友
理
香
�
�
�

埼
玉
�
�
�
�
�
�
�
�

�
金
賞

❾



平成17年11月分　公共工事の発注状況を公表します
市では、行政経営の透明性を高めるため、公共工事の発注状況を下表のとおり公表します。（税込・500万円以上）
（競争入札）

（随意契約）

契約日
完成
予定日

事　　業　　名 事業場所
予定価格
(税込/円）

契約金額
(税込/円）

落札率
（％）

契約業者
工事担当課

☎

４日 ３月24日 森林管理道槌打線開設工事 三峰地内 12,285,000 11,760,000 95.73 ㈱サンセイ 大滝総合支所産業振興課
５５－０８６２

10日 ２月28日 山村生活安全対策工事（藤芝高畑沢工区） 吉田久長地内 5,628,000 5,460,000 97.01 ㈲城新組 吉田総合支所産業振興課
７２－６０８３

10日 ３月９日 久那101・102・105号線道路改築工事 久那地内 9,450,000 7,969,500 84.33 新日本緑化建設㈱ 道路課
２５－５２１３

10日 ３月24日 森林管理道粟野山線開設工事 下吉田地内 36,540,000 35,700,000 97.70 ㈱新井建設 吉田総合支所産業振興課
７２－６０８３

10日 ３月24日 森林管理道大達原線開設工事 大滝地内 24,675,000 24,045,000 97.45 ㈱磯田建設 大滝総合支所産業振興課
５５－０８６２

10日 ３月24日 下水道管渠築造工事９工区 中村町地内 16,905,000 16,275,000 96.27 ㈱井上組 下水道課
２５－５２１８

10日 ３月24日 日野用水路改修工事 荒川日野地内 11,340,000 11,025,000 97.22 ㈱ダイショウ 荒川総合支所産業振興課
５４－２１１４

17日 ２月６日 配水池補修工事 寺沢配水場 5,775,000 5,250,000 90.91 藤田エンジニアリング㈱
荒川総合支所地域整備課
５４－２３９２

17日 ３月10日 幹線70号線道路側溝工事 下影森地内 5,355,000 5,250,000 98.04 ㈱小池工務店 道路課
２５－５２１３

17日 ３月24日 森林管理道漆木白岩線開設工事 吉田阿熊地内 28,350,000 27,615,000 97.41 ㈱新井建設 吉田総合支所産業振興課
７２－６０８３

17日 ３月24日 森林管理道三又線開設工事 荒川日野地内 13,755,000 13,440,000 97.71 ㈱ダイショウ 荒川総合支所産業振興課
５４－２１１４

契約日
完成
予定日

事　　業　　名 事業場所
予定価格
(税込/円）

契約金額
(税込/円）

契約率
（％）

契約業者
工事担当課

☎

４日 １月31日 尾田蒔小学校フェンス他物件移転に伴う周辺整備工事 尾田蒔小学校 9,156,000 8,925,000 97.48 ㈱シマダ土木 道路課
２５－５２１３

10日 ３月９日 取水場自動除塵機交換工事 別所取水場 30,450,000 28,350,000 93.10 日本原料㈱ 水道部浄水センター
２３－６１９７

　

ま
つ
り
カ
ー
ド
７
周
年
特
別
企
画

　
　
　

早
春
の
鎌
倉
を
訪
ね
る
旅

�

�
買
�
物
�

�

東
町
�
�
�
�
�
�
加
盟
店
�
�

宿
泊
地　

三
浦
マ
ホ
ロ
バ
温
泉

実
施
月　

平
成
18
年
２
月

先　

着　

35
名
様　

御
優
待

※ 

詳
細
は
、
ま
つ
り
カ
ー
ド
加
盟
店
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

東
町
商
店
街
協
同
組
合

　
　

ま
つ
り
カ
ー
ド
会

　
　
　

事
務
局
早
川
時
計
店

　
　
　
　
　
　

☎
22―

０
８
１
２

散
策
サ
イ
ン

　

開
運
案
内
板
「
ど
こ
い
く
べ
ぇ
」

　
　
　
　

第
２
回
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　

街
中
の
サ
イ
ン
を
巡
り
「
四
季
の
秩

父
の
彩
り
」
を
あ
な
た
の
カ
メ
ラ
ア
ン

グ
ル
に
お
さ
め
て
見
て
く
だ
さ
い
。

　

県
知
事
賞
・
５
万
円
（
秩
父
市
共
通

商
品
券
）
を
は
じ
め
多
く
の
賞
・
賞
品

を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
迫
�
�

　
　
　
　

１
月
31
日
㈫
ま
で

※
撮
影
時
に
は
交
通
事
故
等
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
ま
ち
づ
く
り
ち
ち
ぶ

（
秩
父
商
工
会
議
所
内
）
事
務
局

（
☎
22―

４
４
１
１
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.chichibu-cci.or.jp/

今
年
は
戌
年
だ
よ
！

犬
つ
な
が
り
イ
ベ
ン
ト
が

　
　
　
　
　
　

盛
り
だ
く
さ
ん
！

あ
そ
び
に
お
い
で
よ　

み
や
の
か
わ
！

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�
�
�
�

●
犬
探
し
ク
イ
ズ

●
犬
橋
を
わ
た
れ

●
わ
ん
わ
ん
ゲ
ー
ム

●
秩
父
一
シ
リ
ー
ズ

　
「
ワ
ン
ワ
ン
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
」

●
特
別
福
引
大
会

　

市
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
第
２
１
９
回
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

の
福
引
き
大
会
に
参
加
で
き
ま
す
。

��

�　

1
月
21
日
㈯
午
後
７
時
〜

�
�
�　

き
の
じ
や
向
い　

福
引
会
場

※
お
１
人
様
１
回
限
り

※
先
着
１
，
０
０
０
名
様
限
り

�
�
�
�
�
�
�
�

問い合わせ　工事の内容について…工事担当課、契約関係…契約課　☎２５－５２１６（直通）
東�
町
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済
あ
そ
び
に
お
い
で
よ

第
２
１
９
回

　

み
や
の
か
わ

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

１
月
21
日
㈯
午
後
７
時
�



　

新
た
な
秩
父
市
の
更
な
る
繁
栄
の
た

め
に
、
合
併
し
た
旧
町
村
地
域
の
工
業

系
企
業
を
中
心
に
、
昨
年
11
月
、
市
長

が
企
業
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
業
訪
問
で
は
、
地
域
内
企

業
の
現
状
把
握
と
企
業
の
将
来
展
望
を

お
伺
い
し
、
今
後
の
行
政
展
開
に
生
か

す
た
め
に
各
般
の
意
見
交
換
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
訪
問
企
業
の
高
い
技
術
力
を
持
っ

た
工
場
内
視
察
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

優
秀
な
人
材
の
確
保
対
策
が
い
か
に
大

切
か
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
月
か
ら
3
か
月
に
わ
た
り
、
訪
問

し
た
わ
が
街
新
秩
父
市
の
魅
力
あ
る
企

業
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

掲
載
予
定
企
業

①
㈱
エ
ヌ
・
ジ
ェ
イ
・
ア
ー
ル
秩
父

②
松
倉
産
業
㈱

③
三
扇
機
工
㈱

④
秩
父
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
㈱

⑤
㈱
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
デ
ザ
イ
ン

⑥
㈱
タ
イ
セ
ー

⑦
埼
玉
機
器
㈱

⑧
楽
陽
食
品
㈱

⑨
サ
ン
電
子
工
業
㈱

⑩
シ
イ
エ
ム
ケ
イ
メ
カ
ニ
ク
ス
㈱

⑪
㈱
シ
バ
サ
キ

⑫
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
ス
ポ
ー
ツ
㈱

⑬
さ
く
ら
産
業
㈱

　

当
社
は
、
平
成
元
年
に
新
日
本
無
線

グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
操
業
を
開
始

し
て
以
来
鍛
え
抜
い
て
き
た
半
導
体
生

産
技
術
を
生
か
し
て
、
現
在
は
超
小
型

の
光
半
導
体
製
品
を
量
産
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
数
に
つ
い
て
も
、
徐
々

に
伸
長
さ
せ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
日
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
電
子
化
が

進
ん
で
い
ま
す
が
、
当
社
は
時
代
を
一

歩
リ
ー
ド
し
な
が
ら
、
お
客
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
品
質
と
コ
ス
ト
を
目
指

し
て
、
全
社
員
が
さ
ら
に
柔
軟
な
発
想

を
持
っ
て
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
く
と

と
も
に
、
今

後
も
、
生
産

性
向
上
と
品

質
レ
ベ
ル
向

上
を
両
立
さ

せ
な
が
ら
、

半
導
体
製
品

の
製
造
を
進

め
て
い
き
ま

す
。

㈱エヌ・ジェイ・アール秩父

所在地　荒川上田野1646

従業員数　70人

代表者　久米　一弘

主な製品　ICチップ加工、光
半導体、IC製品、リモコン
受光素子、COBP製品の組立・
製造

㈱エヌ･ジェイ･アール秩父社屋

　

当
社
は
、
昭
和
45
年
に
㈱
ニ
ッ
チ
ツ

秩
父
鉱
業
所
か
ら
工
作
課
を
母
体
と
し

て
分
離
独
立
し
ま
し
た
。
主
な
業
容
は
一

般
産
業
機
器
、
鉄
構
造
物
等
の
製
作
お
よ

び
機
器
保
全
、
天
然
ゴ
ム
の
加
工
で
す
。

　

特
に
天
然
ゴ
ム
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の

ラ
イ
ナ
テ
ッ
ク
ス
・
ラ
バ
ー
プ
ロ
ダ
ク

ト
社
に
よ
る
独
自
の
研
究
開
発
お
よ
び

当
社
の
用
途
開
発
の
結
果
生
み
出
さ
れ

た
も
の
で
、
世
界
に
類
を
み
な
い
極
め

て
優
れ
た
物
性
を
有
す
る
ラ
バ
ー
で
す
。

　

当
社
は
、
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
製
作
か
ら

ラ
イ
ニ
ン
グ
施
工
ま
で
一
貫
受
注
で
き
、

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
お
手
伝
い
が
で
き
る

も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
経
営
の
原

点
を
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
置
き
、
た

ゆ
み
な
い
向
上
心
の
発
揮
を
通
じ
て
高

度
な
産
業
生
産
財
を
提
供
し
、
も
っ
て

地
域
社
会
の

発
展
に
貢
献

す
る
こ
と
を

企
業
理
念
と

し
て
い
ま
す
。

三扇機工㈱

所在地　荒川上田野470‐1
従業員数　28人
代表者　竹下　勇
主な製品　一般産業用機器、鉄
構造物等の製作、機器保全、
天然ゴム（ライナテックス）
ライニング
ＵＲＬ

http://www3.ocn.ne.jp/̃sansen/

　

当
社
は
、
昭
和
44
年
２
月
に
設
立
、

平
成
8
年
現
在
地
に
移
転
、
当
初
は
ト

ス
テ
ム
㈱
の
ア
ル
ミ
建
具
の
店
舗
テ
ラ

ス
の
製
造
に
従
事
、
昭
和
56
年
7
月
か

ら
、
東
洋
エ
ク
ス
テ
リ
ア
㈱
の
協
力
工

場
と
し
て
主
に
門
扉
や
フ
ェ
ン
ス
を
中

心
に
カ
ー
ポ
ー
ト
等
エ
ク
ス
テ
リ
ア
の

関
連
商
品
、
部
品
の
製
造
を
て
が
け
て

き
ま
し
た
。

　
「
ス
ピ
ー
ド
、
コ
ス
ト
、
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
」
の
３
点
を
モ
ッ
ト
ー
に
、「
お

客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
商
品
を
お

届
け
す
る
」
を
合
言
葉
に
製
品
作
り
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
今
ま

で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
な
が
ら
、

環
境
に
や
さ
し
い

秩
父
の
特
産
品
を

生
か
し
た
新
た
な

製
品
作
り
に
挑
戦

し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

松倉産業㈱

所在地　荒川上田野352-１

従業員数　45人

代表者　松倉　邦臣

主な製品　アルミ押し出し形材、
フェンス、門扉、門柱、カー
ポート、曲げ加工品、関連商
品

松倉産業㈱社屋

自社開発の混合機
（OMKミキサー）
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秩父大好きちちぶっ子に知ってもらいたい新秩父市の未来を築く企業



　

秩
父
市
水
道
部
で
は
、
水
道
事
業
の

よ
り
合
理
的
か
つ
効
率
的
な
経
営
を
確

立
す
る
た
め
、
業
務
の
民
間
委
託
化
を

今
ま
で
以
上
に
深
化
・
拡
大
す
る
予
定

で
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
民
間
委
託
の
可
能
性
、

そ
の
手
法
等
に
つ
い
て
研
究
す
る
た
め

「
秩
父
市
水
道
事
業
業
務
の
民
間
委
託

推
進
に
関
す
る
研
究
会
」
を
設
置
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

つ
い
て
は
、
こ
の
研
究
会
の
会
員
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
研
究
会
の
会
員
と
な
っ

て
も
、
秩
父
市
水
道
事
業
の
業
務
受
託

に
有
利
に
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

応
募
資
格　

業
務
委
託
に
つ
い
て
受
託

者
と
な
る
こ
と
に
希
望
ま
た
は
関
心
の

あ
る
法
人

募
集
�
�
会
員
数

① 

市
内
に
住
所
を
有
す

る
法
人　

10
法
人

② 

市
外
に
住
所
を
有
す

る
法
人　

10
法
人

※ 
応
募
数
が
各
々
10
法

人
を
超
え
た
場
合
は
、

申
込
み
の
先
着
順
と

し
ま
す
。

業
務
委
託
�
範
囲

１
．
水
道
施
設
の
運
転・保
守
管
理
業
務

２
．
水
道
料
金
の
徴
収
業
務

会�

費　

不
要

申
込
�　

１
月
16
日
㈪
〜
30
日
㈪
の
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
に
、
別
記
様
式
の

書
面
を
、
水
道
部
営
業
課
ま
で
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

水
道
部
営
業
課

　

☎
25―

５
２
２
１
（
直
通
）

�
秩
父
市
水
道
事
業
業
務
�

民
間
委
託
推
進
�
関
�
�
研
究
会
�

�
会
員
�
募
集
�
�
�

秩父市水道事業業務の
民間委託推進に関する
研究会入会申込書　　

平成　　年　　月　　日

秩父市水道事業
秩父市長　栗原　稔　様

　　　　（住所）
　　　　（名称）
　　　　（代表者）　　　　　印　
　　　　（担当者職名・氏名）　

　標記研究会に入会したく申し込
みます。

添付書類
法人登記簿謄本　別添のとおり

※様式（Ａ４横書で作成してください。）

　市では、合併に伴い利用しなくなった各
総合支所の議場や委員会室について、その
一部を多目的ホール・会議室として市民の
皆さんに開放することになりました。

　絵画・写真
の作品展示や
活動の発表の
場として広く
利用できます
ので、ぜひご
利用ください。
ご利用は無料
です。

　詳しくは、各総合支所総務課へお問い合
わせください。
問い合わせ　各総合支所総務課
　　　　　吉田☎７７－１１１３
　　　　　大滝☎５５－０１０１
　　　　　荒川☎５４－２１１１

ご利用ください！

各総合支所の多目的ホール

荒川総合支所多目的ホール熊倉

支所名 会議室等の名称 階別

吉田総合支所

多目的ルーム

２階
展示ルーム　１
展示ルーム　２
会議室　１
会議室　２

大滝総合支所 多目的ホール　三峰 ３階

荒川総合支所

多目的ホール　熊倉

３階
郷土展示ルーム　若御子
会議室　弟富士
会議室　矢岳

ご利用いただける会議室等

　

12
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

現
在
、「
秩
父
市
高
速
大
容
量
通
信
網

整
備
促
進
協
議
会
」（
会
長
：
栗
原
市
長
）

で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
「
Ｂ
フ
レ
ッ

ツ
」
の
仮
申
込
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」の
サ
ー

ビ
ス
内
容
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
当
日
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

の
担
当
者
が
説
明
し
ま
す
。「
Ｂ
フ
レ
ッ

ツ
」
の
活
用
法
や
、
お
ト
ク
な
「
ひ
か

り
電
話
」の
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

①
中
央
地
区

��

�　

１
月
22
日
㈰

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

�
�
�　

市
民
会
館
３
階
第
２
会
議
室

②
大
田
地
区

��

�　

１
月
23
日
㈪

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

�
�
�　

大
田
公
民
館

③
原
谷
地
区

��

�　

１
月
26
日
㈭

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

�
�
�　

原
谷
公
民
館

※ 

い
ず
れ
の
会
場
も
、
ど
な
た
で
も
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

問
�
合
�
�　

秩
父
市
高
速
大
容
量
通
信
網

整
備
促
進
協
議
会
（
事
務
局
：
企
画
広

報
課
）
☎
22―

２
２
０
２
（
直
通
）

Ｅ
メ
ー
ル
：kikaku@

city.chichibu.lg.jp

�
�
�
�
�
�
�

�
説
明
会

�
開
催
�
�
�
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秩父市職員給与等を公表します
秩父市では市職員の給与等の実態を市民の皆さんにご理解いただくため、下の表のとおり公表します。

（１）人件費の状況（普通会計決算）
 区    分 住民基本

台帳人口
歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ/Ａ）

平成16年度  平成17.3.31  
71,959人 25,968,844千円 5,452,754千円 21.0%

（注）  人件費には、特別職等に支給される給料、報酬等を含みます。
　　 歳出額および人件費は、合併前の秩父市、吉田町、大滝村、荒
川村および秩父衛生組合の合計額です。

（２）職員給与費の状況（普通会計予算）

 区   分 職員数
Ａ

 給　与　費  一人当た
り給与費
（Ｂ/Ａ）給    料 職員手当 期末・勤勉手当  計Ｂ

 平成
17年度

千円 千円 千円 千円

623人 2,456,685 561,584 1,121,392 4,139,661 6,645千円
（注）1. 職員手当とは、退職手当を除く、扶養・管理職・通勤・時間外等

の諸手当のことです。
      2.給与費は当初予算に計上された額です。

（３）職員の平均給料月額および平均年齢の状況（平成17年４月１日現在）
区      分

 一般行政職
平 均 給 料 月 額 平  均  年  齢

秩　父　市 324,200円 ４１．３歳
国 329,728円 ４０．３歳

 県下40市平均 360,000円 ４３．７歳

（４）職員の初任給の状況（平成17年４月１日現在）
区分

 県下40市平均 秩　　父　　市
 初任給 決定初任給  採用２年経過日給料

一般行政職
 大学卒 178,235円 170,700円 184,400円
 高校卒 147,705円 138,800円 148,500円

（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成17年４月１日現在）

区　　分
経験年数
7年以上
10年未満

経験年数
15年以上
20年未満

経験年数
25年以上
30年未満

一般行政職
大学卒 239,300円 334,500円 414,600円
高校卒 191,500円 263,100円 374,000円

（６）一般行政職の級別職員数の状況（平成17年４月１日現在）（人）

（注） 経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場
合は、採用後の年数をいうものです。

 （注）1.秩父市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
       2. 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

（７）特別職の報酬等の状況（平成17年４月１日現在）
区　　分 月額 期末手当

給　　料
市　長 880,000円

年間4.4月分助　役 749,000円
収入役 693,000円

報　　酬
議　長 412,000円

年間4.4月分副議長 361,000円
議　員 267,500円

（８）職員手当の状況（平成17年４月１日現在）
区
分 秩　父　市 国
期
末
手
当
・
勤
勉
手
当

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
6月期 1.4月分 0.7月分 6月期 1.4月分 0.7月分
12月期 1.6月分 0.7月分 12月期 1.6月分 0.7月分
計 3.0月分 1.4月分 計 3.0月分 1.4月分
職制上の段階、職務の
級等による加算措置　　　　有

職制上の段階、職務の
級等による加算措置　　　　有

退
職
手
当

（支給率） 自己都合 勧奨･定年 （支給率） 自己都合 勧奨･定年
勤続20年 21.0月分 27.3月分 勤続20年 21.0月分 27.3月分
勤続25年 33.75月分 42.12月分 勤続25年 33.75月分 42.12月分
勤続35年 47.5月分 59.28月分 勤続35年 47.5月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分 最高限度額 59.28月分 59.28月分
その他の加算措置 定年前早期退職
 特例措置
 （2%～20%加算）

その他の加算措置 定年前早期退職
 特例措置
 （2%～20%加算）

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級
計標準的な

職務内容 主事補 主　事 主　任 主　査 主　幹 課　長 次　長 部　長

職員数 23 66 85 127 69 63 19 10 462
構成比 4.85% 14.16% 19.27% 27.36% 14.81% 13.51% 4.01% 2.03% 100%

（９）秩父市における部門別職員数の状況 （人）
区分 職員数 対前年増減数
部門 平成15年 平成16年 平成17年 平成16年 平成17年

議会・総務 155 159 185 4 26
税務 45 45 35 △10
福祉 154 150 152 △4 2
経済 54 53 51 △1 △2
土木 82 81 84 △1 3
教育 123 123 113 △10

水道・病院 193 190 185 △3 △5
下水道・その他 49 48 45 △1 △3
合計 855 849 850 △6 1

（10）市職員採用試験の状況（平成17年度） （人）
受験区分 応募者 受験者 1次合格者 最終合格者
一般事務 93 85 12 4

一般事務（土木技師） 12 10 2 1
一般事務（建築技師） 4 3 1 0

保健師 6 4 3 3
計 115 102 18 8

（注） 平成15年と平成16年の職員数は、それぞれ合併前の旧４市町村
の合計です。

（11）定員適正化計画の年次別進捗状況（各年４月１日現在）（人）
部
門

計画・
実績別 区分 14年 15年 16年 17年 15～17年計 18年以降

一
般
行
政

計画

減員 2 2 4（0.8％） △9
増員 4 1 5（1.0％）
差引 2 △1 1（0.2％） △9
職員数 502 504 503 502 493

実績
差引増減 △3 △2 19
職員数 493 490 488 507

（注） 平成14年から平成16年は、合併前の旧４市町村の定員適正化計
画に基づく計画および実績の合計です。

（注）議員報酬は、旧秩父市と旧３町村の月額の平均額です。
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市民文芸
四
十
雀
飛
び
交
う
様
の
愛
ら
し
さ
松
葉
の
中
に
白
き
頰
し
て

大
野
原　

清
水
千
恵
子

錦
秋
の
瀞
も
テ
レ
ビ
に
心
足
る
近
く
て
遠
く
な
り
し
故
郷

太　

田　

永
田　
　

友

さ
ざ
波
の
寄
り
添
う
さ
ま
に
恵
比
須
皺
白
寿
の
翁
の
笑
顔
ま
ぶ
し
き

下
影
森　

佐
藤
日
出
夫

公
園
に
毬
つ
き
仲
間
集
い
た
る
若
さ
戻
せ
る
朝
の
掛
け
声

日
野
田
町　

関
根　

克
司

病
癒
え
歩
け
る
事
の
う
れ
し
さ
に
山
茶
花
一
輪
手
折
り
来
た
り
ぬ

小　

柱　

半
藤　

早
苗

�
評
�
頌
春
。
今
回
も
佳
い
作
品
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
栗
原
昌
次
さ
ん
は
、
風
土
に
根
ざ
し
た
生
活
を
描
き
ま
し
た
。

木
村
む
ら
子
さ
ん
は
、
土
に
生
き
る
人
の
余
韻
が
見
え
て
く
る
作
品
に
し
ま
し
た
。
宮
下
照
子
さ
ん
は
美
し
い
駅
名
に
心
を

彈
ま
せ
、
藤
田
正
巳
さ
ん
は
冷
た
い
月
光
に
心
の
温
か
さ
を
、
田
村
喜
平
さ
ん
は
童
画
の
よ
う
な
世
界
を
描
き
ま
し
た
。
な

お
、
新
春
俳
句
色
紙
短
冊
展
が
、
１
月
14
日
㈯
〜
18
日
㈬
ま
で
、
歴
史
文
化
伝
承
館
で
開
か
れ
ま
す
。

馬
道
に
棚
田
の
稲
架
を
た
た
み
け
り

永
田
町　

栗
原　

昌
次

根
こ
そ
ぎ
の
大
豆
の
干
さ
れ
納
屋
庇

近
戸
町　

木
村
む
ら
子

お
花
畑
と
い
う
名
の
駅
に
菊
香
る

上　

町　

宮
下　

照
子

待
つ
人
の
居
る
幸
せ
や
冬
の
月

上　

町　

藤
田　

正
巳

離
れ
ゐ
て
猫
鳴
き
交
す
十
三
夜

上　

町　

田
村　

喜
平

�
評
�
大
き
な
秩
父
市
に
な
り
、
新
し
い
お
仲
間
も
増
え
ま
し
た
。
で
も
紙
面
は
変
ら
な
い
の
で
載
る
回
数
は
減
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
が
ん
ば
っ
て
よ
い
歌
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
く
だ
さ
い
。
順
次
載
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
年
間
投
稿
く
だ
さ
っ
た
愛
好
者
の
皆
さ
ん
、ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今月の応募作品
俳句　  94句
短歌　  50首

　「アリさん
見つけたよ！」　

あっぷっぷっ!!

（柳田町） （大野原）

　

１
〜
１
歳
半
程
度
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
同
封
し
、
住
所
・

両
親
と
お
子
さ
ん
の
名
前
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
と
コ
メ
ン

ト
を
明
記
の
う
え
、
市
役
所
企
画
広
報
課
（
熊
木
町
８―

15
）

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

抽
選
に
漏
れ
た
方
も
、
２
歳
に
な
る
月
ま
で
は
、
翌
月
の
抽

選
に
繰
り
入
れ
、
再
抽
選
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
「
市
報
ち
ち

ぶ
」
に
も
同
様
に
掲
載
し
ま
す
。

応
募
方
法

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、市内熊木町８－15、秩父市役所企画広報課へ、　必ず官
製はがきでお送りください。（１月末締切り分→３月号に掲載）

　１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所、氏名は、作品の左側に書いてください。

　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

短　
　
　

歌 

新
井　

悦
子　

選　

俳　
　
　

句 

竹
内
弥
太
郎　

選　

島﨑　虹
こ

朱
なつ

 ちゃん 若林　綾
あや

夏
な

 くん

初　

神　

楽

竹
内
弥
太
郎

年
明
け
て
眠
れ
ぬ
鳥
の
羽
音
翔
つ

初
神
楽
岩
戸
開
き
て
火
の
熾
る

初　
　
　

刷

大
野
ひ
ろ
志

初
刷
の
句
に
躍
動
の
あ
り
に
け
り

岩
稜
に
ほ
の
と
紅
差
す
初
日
影

新　
　

春　
　

詠

船　
　
　

旅

新
井　

悦
子

海
原
に
タ
ン
カ
ー
ら
し
き
船
影
の
見
え
き
て
し
ば
し
並
行
し
ゆ
く

水
平
線
に
見
え
い
し
白
き
船
影
の
い
つ
し
か
消
え
ゆ
き
ま
た
海
と
空
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1 日 秩･荒･吉･大 17 火
2 月 秩･荒･吉･大 18 水
3 火 秩･荒･吉･大 19 木
4 水 20 金
5 木 21 土 大
6 金 22 日 大
7 土 大 23 月 秩・荒・吉
8 日 大 24 火
9 月 荒・吉・大 25 水
10 火 秩 26 木
11 水 27 金
12 木 28 土 大
13 金 29 日 大
14 土 大 30 月 秩・荒・吉
15 日 大 31 火 秩
16 月 秩・荒・吉

【
問
い
合
わ
せ
】

秩
父
図
書
館

　

秩
父
市
上
町
３―

６―

27

　

☎
22―
０
９
４
３

荒
川
図
書
館

　

秩
父
市
荒
川
日
野
66―

２

　

☎
54―

１
０
３
４

秩
父
図
書
館
吉
田
分
館

　

秩
父
市
下
吉
田
６
５
６
９―

１

　

☎
77―

１
１
０
０

秩
父
図
書
館
大
滝
分
館

　

秩
父
市
大
滝
９
４
５

　

☎
55―

０
０
３
３

�
�
月
�
日
�
�
月
28
日
�
休
館
日

開
館
時
間

〈
秩
父
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

〈
荒
川
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
吉
田
分
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
大
滝
分
館
〉

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

1 水 17 金
2 木 18 土 大
3 金 19 日 大
4 土 大 20 月 秩・荒・吉
5 日 大 21 火
6 月 秩・荒・吉 22 水
7 火 23 木
8 水 24 金
9 木 25 土 大
10 金 26 日 大
11 土 吉・大 27 月 秩・荒・吉
12 日 大 28 火 秩
13 月 秩・荒・吉
14 火
15 水
16 木

2月 1月

※秩…秩父図書館　吉…秩父図書館吉田分館
　荒…荒川図書館　大…秩父図書館大滝分館

　

海
原
さ
ん
は
、
昭
和
51
年
に
東
京
慈

恵
会
医
科
大
学
を
卒
業
さ
れ
、
医
学
博

士
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
と
し
て
ご
活
躍
中

で
す
。

　

医
療
の
か
た
わ
ら
、単
行
本
や
新
聞
・

雑
誌
な
ど
に
発
表
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
は

大
好
評
で
、
分
野
に
拘
ら
な
い
幅
広
い

活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

演�

題　
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」

��

�　

２
月
19
日
㈰

　
　
　
　

午
後
２
時
か
ら

�
�
�　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

申
込
�　

当
日
の
入
場
に
は
整
理
券
が

必
要
で
す
。
整
理
券
は
図
書
館
で
お
配

り
す
る
ほ
か
、
往
復
は
が
き
で
も
受
け

付
け
ま
す
。
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
左
記

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
は
が
き
１
枚

に
付
き
１
人
の
お
申
し
込
み
で
す
。（
返

信
は
が
き
の
あ
て
先
は
必
ず
ご
記
入
く

だ
さ
い
。）

　

〒
３
６
８―

０
０
３
５

　

秩
父
市
上
町
３―

６―

27

　

秩
父
図
書
館
文
芸
講
演
会
係

　

☎
22―

０
９
４
３

受�

付　

１
月
４
日
㈬
か
ら

※ 
荒
川
図
書
館
、
吉
田
・
大
滝
分
館
の

各
館
に
も
整
理
券
を
用
意
し
て
い
ま

す
。

�
�
�
�
�
会
（
入
場
は
無
料
で
す
）

　

１
月
14
・
28
日
、
２
月
11
・
25
日
の

土
曜
日
、
午
後
３
時
か
ら
（
約
40
分
）

　

４
歳
以
上
の
幼
児
、
低
学
年
児
童
向

け
の
昔
話
や
童
話
等
を
お
話
し
ま
す
。

�
貸
出
点
数
�
変
更
�
�
�
�

　

図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
入
れ
替
え
に
伴

い
、
貸
出
点
数
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

図
書
�
雑
誌
�
紙
芝
居
�
�
�
�
�
�
�
�

10
点
ま
で

�
� 

５
点
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

３
点
ま
で

合
計
10
点
ま
で

※ 

合
計
点
数
は
、
市
内
の
全
図
書
館
で

の
貸
出
点
数
を
合
計
し
た
も
の
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
貸
出
期
間
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。

�
催
�
物
�
�
知
�
�

�
秩
父
図
書
館
�

�
合
併�

秩
父
市
誕
生
記
念

�

文
芸
講
演
会

　

今
年
の
文

芸
講
演
会
は
、

海
原
純
子
さ

ん
を
お
招
き

し
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
、
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー

横
に
お
並
び
く
だ
さ
い
。

�
第
�
�
�
回
�
名
作
映
画
鑑
賞
会

題�

名 

『
う
み
・
そ
ら
・
さ
ん
ご
の
い

い
つ
た
え
』

 （
１
９
９
１
年
、
日
本
、
１
０
５
分
）

原
作
�
脚
本
�
監
督　

椎
名
誠

出�

演　

余
貴
美
子
、
紺
野
美
沙
子
、

平
良
と
み
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
等
に
出

演
の
沖
縄
出
身
ベ
テ
ラ
ン
女
優
）
ほ
か

内�

容　

都
会
で
の
生
活
に
疲
れ
、
逃

げ
る
よ
う
に
帰
郷
し
て
き
た
悦
子
（
余

貴
美
子
）
と
娘
の
か
お
り
。
祖
父
母
や

村
人
は
、
二
人
を
歓
迎
し
た
。
古
道
具

屋
の
お
じ
さ
ん
や
、
村
を
リ
ゾ
ー
ト
に

し
よ
う
と
す
る
不
動
産
屋
な
ど
、
島
を

舞
台
に
海
と
人
と
の
ド
ラ
マ
が
…
…
。

　

作
家
で
監
督
の
椎
名
誠
が
、
愛
と
風

と
冒
険
の
物
語
を
展
開
さ
せ
ま
す
。

◎
１
月
26
日
㈭
午
後
１
時
30
分
か
ら

◎
会
場　

秩
父
図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

◎
入
場
は
無
料
で
す
。

�
荒
川
図
書
館
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

１
月
10
日
、
２
月
14
日
の
火
曜
日
、

午
前
11
時
か
ら
（
約
30
分
）

　

幼
稚
園
や
保
育
園
に
入
る
前
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
の
方
を
対
象
と
し
た
や

さ
し
い
お
は
な
し
の
時
間
で
す
。

�
�
�
�
�
会

　

１
月
28
日
、
２
月
25
日
の
土
曜
日
、

午
後
２
時
か
ら
（
約
30
分
）

　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
向
け
の
絵

本
や
紙
芝
居
、
昔
ば
な
し
な
ど
を
読
み

ま
す
。

図書館ホームページアドレス https://library.city.chichibu.lg.jp（パソコン用）
 https://library.city.chichibu.lg.jp/i/ihome.html（携帯電話用）15
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※平成17年度「秩父市健康カレンダー」の冊子は、１年間大切に保管してください。

●【乳幼児健診・ＢＣＧ予防接種】

※ 病気等の理由でＢＣＧを対象月齢内に接種できな
かった方は、満６か月～１歳の間に限り、ＢＣＧ
予防接種を公費（無料）で受けることができます。
詳しくは、各保健センターまでお問い合わせください。

●【育児相談】

●【ことばの相談】※予約制

●【親子ふれあい教室】

　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者

　２月20日㈪　10：00～11：30　※予約制
●【健康相談】

　２月９日㈭　13：30～15：00（受付）　
●【よしだ元気塾】おおむね40歳以上の方

　２月８日㈬　13：30～15：30　やまなみ会館
※初めての方は吉田保健センターへ申込み

●【親子ふれあい教室】

　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者

　１月17日㈫･２月３日㈮　10：30～11：30　大滝幼稚園
●【育児相談・健康相談】

　２月７日㈫　13：00～15：00　大滝総合支所内
※母子健康手帳・健康手帳を持参してください。

●【乳幼児健診】

●【育児相談】

●【親子ふれあい教室】

　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者

　１月26日㈭・２月９日㈭　９：30～11：10
●【ＢＣＧ予防接種】

　１月25日㈬　14：00～14：30
　対　象　満３か月～６か月未満
※母子健康手帳・予診票を持参してください。
● 【健康相談】歯周疾患相談　
　１月24日㈫　13：30～15：00　
● 【転倒予防教室】40歳以上の方

　１月13日㈮・２月10日㈮　13：30～15：30
　荒川公民館
※健康手帳・屋内用運動靴を持参してください。
●【肥満予防教室】

※ ４日間で１コースになりますが、１日のみの参加でも結構です。
※荒川保健センターへお申し込みください。
●【生活習慣病予防料理教室（出前料理）】

　２月10日㈮　10：00～13：00　半縄区農村センター
　エプロン・三角巾を持参
※荒川保健センターへお申し込みください。先着20人

●【胃がん・子宮がん検診】（個別）

　毎月１～７日（土、日、祝日を除く）に各保健セ
ンターで申込みを受け付けています。（胃がん検診・
子宮がん検診それぞれ先着200人）検診料を添えて
お申し込みください。
●【言語リハビリ教室】

※初めての方は各保健センターへお申し込みください。
●【健康講演会】

と　き　１月27日㈮　午後１時30分～
ところ　秩父保健センター
対　象　40歳以上の市民
内　容　医師による講演｢肺がん予防とタバコの害｣
※秩父保健センターまで電話でお申し込みください。

月　日 会　　場 実施時間

2月14日㈫ 秩父保健センター

13：30～15：302月21日㈫ 吉田保健センター

2月27日㈪ 荒川保健センター

　月　日 受付時間 　　内　容 対　象

2月17日㈮ 13:15～
　14:00

４か月児健診
10か月児健診

平成17年９・10月生まれ
平成17年３・４月生まれ

ＢＣＧ予防接種 満３か月～６か月未満

月　日 受付時間 内　容 対　象

2月1日㈬ 10:00～
　11:00

育児相談
身長・体重測定 乳幼児

　月　日 受付時間 　　内　容 対　象

2月23日㈭ 13:00～
　16:00

ことばの発達、
発音などに関
する個別相談

ことばの発達、発音など
に心配のある幼児とその
保護者

月　日 受付時間 内　容 対　象

１月25日㈬ 13:15～
　14:00

４か月児健診
10か月児健診

平成17年８・９月生まれ
平成17年２・３月生まれ

月　日 受付時間 内　容 対　象

１月16日㈪ 10:00～
　11:00

育児相談
身長・体重測定 乳幼児

月　日 時　間 内　　容

１月20日㈮ 13:30～
　15:30

医師による講義
「脂肪がいけないわけは？」

１月31日㈫ 13:30～
　15:30

栄養士による実習
「食習慣の見直しで食べ過ぎ予防」

２月７日㈫ 13:30～
　15:30

運動指導士による講義・実技
「運動はなぜ必要？」

２月20日㈪ 13:30～
　15:30

運動指導士による講義・実技
「楽しく身体を動かそう」

吉田保健センター会場
（【よしだ元気塾】は、やまなみ会館）

荒川保健センター会場
（【転倒予防教室】は、荒川公民館）

大滝保健センターからのお知らせ
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●【平成18年４月１日から麻しん・風しん予防接種

の受け方が変わります】

　現在、麻しんと風しんの予防接種は、満１歳～７
歳６か月までにそれぞれ１回接種しています。
　平成18年４月１日から麻しん風しん混合ワクチン
を用い、次の年齢内で２回接種となります。

第１期　生後12か月～生後24か月までの間
第２期　就学１年前までの間（５歳から７歳未満）

※ 平成18年３月31日までに麻しんまたは風しんワク
チンのいずれかの接種を受けた方は、平成18年４
月１日以降、定期の年齢内であっても、第１期お

よび第２期の対象となりません。
※ ただし、秩父市では平成18年４月１日以降、生後
12か月～生後24か月の間にある方で、麻しんの予
防接種を受けていたり、麻しんにかかってしまっ
た場合に風しんのみの予防接種を希望したときは、
今までどおり風しんのみの接種ができます。（こ
の逆の場合も可能となります。）

●【成人のポリオ予防接種の追加接種について】

　昭和50～52年生まれの方は、他の年齢層に比べて
ポリオの免疫を保有している割合が低いことが厚生
労働省の調査で指摘され、追加接種をすることが望
ましいとされています。この年齢層で希望する方は
市立病院で接種できますので、各保健センターまで
お申し込みください。（この場合は任意接種となり
ますので、費用は自己負担となります。）

●【乳幼児健診】

●【育児相談】

●【両親学級（妊娠後期）】

　妊娠７か月を過ぎた初回妊婦さんとその家族

※電話で秩父保健センターへお申し込みください。

●【予防接種】（集団）

※ 病気等の理由でＢＣＧを対象月齢内に接種できな
かった方は、満６か月～１歳の間に限り、ＢＣＧ
予防接種を公費（無料）で受けることができます。
詳しくは、各保健センターまでお問い合わせください。

●【こころの健康相談】

と　き　２月20日㈪　13：00～
ところ　秩父保健センター
内　容　こころの健康相談（個別相談）
費　用　無料
※ 事前に申込みが必要です。１月10日㈫から秩父保
健センターへお申し込みください。

●【歯みがき教室】

と　き　２月26日㈰　10：00～
ところ　秩父保健センター
対　象　 平成15年12月～平成16年３月生まれの幼児

（旧吉田町を除く）先着100人（予約制）
内　容　 歯科健診、ブラッシング指導、フッ素塗布

（希望者）など
申込み　２月６日㈪から電話または来所にて受け付
けます。秩父保健センターへお申し込みください。
※ 当日は、普段お子さんが使用している歯ブラシ、
コップ、タオル、母子手帳をご持参ください。

月　日 受付時間 内　容 対　象

２月９日㈭ 13:00～
　14:00 ３歳児健診 平成14年

10月生まれ

２月15日㈬ 13:00～
　14:00

乳児（10か月児）
健診

平成17年
４月生まれ

２月16日㈭ 13:00～
　14:00

乳児（４か月児）
健診

平成17年
９月生まれ

２月28日㈫ 13:00～
　14:00 1歳６か月児健診 平成16年

７月生まれ

月　日 受付時間 内　容 対　象

２月２日㈭  9:30～
　10:30

育児相談
身長・体重測定
赤ちゃん体操

乳幼児

月日 時間 内容（テーマ）

１
日
目
２月
12日㈰ 13:30～

　16:00
（受付
13:15～）

・「赤ちゃんが生まれたら」
・「赤ちゃんのお風呂」（沐浴実習）

２
日
目
２月
17日㈮

・ 「安心して赤ちゃんを迎えるため
に」（お産の準備、呼吸法･補助動作
の実習、産後の保健）
・母子保健サービスについて

種類 月　日 受付時間 対　　　象

三種混合 ２月13日㈪
３月６日㈪ 13:15～14:30 満３か月～７歳６か月未満

ＢＣＧ ２月８日㈬
３月17日㈮ 13:15～14:30 満３か月～６か月未満

秩父保健センター会場



無料相談室無料相談室
相談名 相　　談　　日 会　場 相　談　員

法 律

２月７日㈫・16日㈭
10時～15時

秩父市役所
（3階相談室）

弁護士
２月14日㈫　10時～15時 吉田総合支所

（振興会館）
※要電話予約
１月20日㈮　午前９時から電話予約受付　各日先着10人
☎25－5200（直通）

人 権
毎月第２・４水曜
13時～16時

秩父市役所
（3階相談室） 人権擁護委員

２月８日㈬　13時～16時 荒川総合支所

行 政

１月16日㈪
２月20日㈪

13時～15時

秩父市役所
（3階相談室）

行政相談委員
１月16日㈪
２月６日㈪

吉田総合支所
（振興会館）

１月16日㈪
２月13日㈪ 荒川総合支所

１月23日㈪
２月27日㈪ 大滝総合支所

市 民 毎週木曜　13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

市民相談員
消 費 生 活 毎週月・水・金曜　９時～16時 消費生活コンサルタント

行 政 手 続 １月10日㈫・２月14日㈫
13時～15時 行政書士

登 記 １月18日㈬・２月15日㈬
13時～15時

司法書士
土地家屋調査士

税 務 １月10日㈫・２月６日㈪
10時～15時 税理士

土 地 建 物 ２月21日㈫　10時～15時 宅地建物取引主任者

暴力について １月26日㈭・２月23日㈭
10時～15時 秩父警察署担当相談員

女 性 １月24日㈫・２月28日㈫
13時～15時 市民生活課担当職員

労 働 年 金 １月13日㈮・２月10日㈮
13時～15時 社会保険労務士

※市民生活課および各総合支所（市民支援課）では、上記の相談日以外でも相談を受け付けます。
※相談日が祝祭日の場合はお休みとなります。
上記相談に関する問い合わせ　市民生活課☎25-5200（直通）☎22-2211内線1322・1323

月の1・2
相談名 相　談　日 問い合わせ

子 育 て 毎週月・水・金曜
９時～16時

子育て支援センター
☎22－7282ｆ22－7283

子どもについ
ての心配ごと

毎日（土・日・祝日を除く）
８時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会福
祉課）☎25－5204（直通）

身体・知的障
がいについて

毎日（日曜・祝日を除く）
９時～18時

フレンドリー
☎22－7785（身体障がい）
☎22－7045（知的障がい）
ｆ22－7055土曜　９時～16時

障がい者の
就労・労働

毎日（土・日・祝日を
除く）９時～18時

秩父障がい者就労支援センター
「キャップ」☎・ｆ22－2870

不 登 校 等
教 育

ひまわり教室　毎日（土・日・
祝日を除く）９時～17時

ひまわり教室
☎22－2228

やまなみ教室
月・水・金曜　９時～17時

吉田事務所
☎77－1100

内 職 毎週木曜　９時～17時
ハローワーク秩父
ステーションプラザ
☎24－5222職 業

ハローワーク秩父ステーションプラザ
毎日（土･日･祝日を除く）９時～17時
吉田総合支所
毎週月曜　９時～16時30分

労 働 毎日（土・日・祝日を除く）
８時30分～17時※電話相談可 北部産業労働センター

秩父支所
☎23－7881夜 間 労 働

（電話相談のみ）
毎週火・木曜
17時～20時

中 小 企 業 者
向けよろず金融

２/８ 13時～16時30分
※前々日までに要予約
会場　歴文館５階第２会議室

商業振興課
☎25－5208（直通）
（相談：埼玉県信用保証協会）

結 婚
吉田総合支所 １/14
福祉女性会館 ２/11
13時～16時

秩父市社会福祉協議会
☎22－1514

心 配 ご と

吉田総合支所 １/12
大田公民館 １/19
荒川事務所 １/26
福祉女性会館 ２/２
大滝事務所 ２/９
13時～16時

国 民 年 金

だ よ り
問い合わせ
●保険年金課国民年金担当 ☎25-5201
●吉田総合支所市民支援課 ☎72-6081
●大滝総合支所市民支援課 ☎55-0863
●荒川総合支所市民支援課 ☎54-2395

〜
老
齢
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ
〜

　

源
泉
徴
収
票
が

送
付
さ
れ
ま
す　

　

老
齢
の
年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
、

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
『
公
的

年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
』
が
１
月
末
ま

で
に
お
手
元
に
届
く
よ
う
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
平

成
17
年
中
の
支
払
金
額
（
２
月
定
時
支

払
か
ら
１
月
随
時
支
払
い
分
）
は
、
介

護
保
険
料
を
天
引
き
す
る
前
の
金
額
と

な
り
、
実
際
の
支
払
額
と
は
異
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
記
載
さ

れ
て
い
る
介
護
保
険
料
は
、
社
会
保
険

料
と
し
て
源
泉
徴
収
税
額
の
計
算
対
象

か
ら
控
除
さ
れ
て
い
ま
す
。）
こ
の
源

泉
徴
収
票
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
の

際
に
添
付
書
類
と
し
て
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
２
つ
以
上
の
公
的
年
金
等
の

支
払
者
に
扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出

さ
れ
て
い
る
方
、
給
与
等
の
所
得
が
あ

る
方
は
、
確
定
申
告
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
源
泉
徴
収
で
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
控
除
（
生
命
保
険
料
や
医

療
費
な
ど
）
が
あ
る
方
は
、
還
付
を
受

け
る
た
め
に
確
定
申
告
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

送
ら
れ
て
き
た
源
泉
徴
収
票
を
紛
失

さ
れ
た
場
合
に
は
、
埼
玉
社
会
保
険
事

務
局
秩
父
事
務
所
で
再
交
付
で
き
ま
す

の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※ 

遺
族
年
金
・
障
害
年
金
を
受
け
て
い

る
方
に
は
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
の

で
、
源
泉
徴
収
票
は
送
ら
れ
ま
せ
ん
。

　市では、積雪状況（約10㎝）に
応じ、幹線道路・通学路を中心に
除雪作業を行います。
　その際、雪折れによる竹木が道路
をふさぎ、通行に支障が生じる場
合には、安全性と緊急性を最優先
し、所有者の方にご了解を得ず伐
採させていただくことがあります。
　また、除雪の支障となりますの
で路上駐車をしないようお願いし
ます。皆さんのご理解とご協力を
お願いします。
問い合わせ　管理用地課
　　　　☎２５―５２１２
　　　　道路課
　　　　☎２５―５２１３
　　　各総合支所地域整備課
　　　　吉田☎７２―６０８４
　　　　大滝☎５５―０８６１
　　　　荒川☎５４―２３９２
　　　秩父県土整備事務所
　　　　☎２２―３７１５

除雪作業に
ご協力をお願いします

18



市報ちちぶでは、有料で広告を掲載しています。掲載基準等詳しくは、企画広報課へお問い合わせください。

29
日
㈰
で
す
。
収
納
課
窓
口
に
お
い
て
、

納
税
と
納
税
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

（
総
合
支
所
で
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

問
�
合
�
�　

収
納
課

　

☎
22―

２
２
１
０
（
直
通
）

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が

い
な
い
場
合
に
、
第
八
回
特
別
弔
慰
金

と
し
て
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
ご
遺
族
は
次
の
順
番
に

よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
で
す
。

１
．
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

お
り
、
か
つ
、
戦
没
者
と
氏
が
同
じ

で
あ
る
①
父
母
、
②
孫
、
③
祖
父
母
、

④
兄
弟
姉
妹

４
．
右
記
３
以
外
の
①
父
母
、
②
孫
、

③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

５
．
右
記
１
か
ら
４
以
外
の
ご
遺
族
で
、

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

一
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

三
親
等
内
の
親
族

請
求
期
限　

平
成
20
年
３
月
31
日

請
求
手
続　

社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
健
康
福
祉
課

問
�
合
�
�　

社
会
福
祉
課

　

☎
22―

２
２
１
１
内
線
１
１
６
３

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

吉
田
☎
72―

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55―

０
８
６
５
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54―

２
１
１
６
（
直
通
）

　

物
忘
れ
の
あ
る
高
齢
者
や
知
的
障
が

い
者
、
精
神
障
が
い
者
な
ど
で
判
断
能

力
に
不
安
の
あ
る
方
は
、
ど
の
よ
う
な

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
か
、
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

の
か
が
分
か
ら
ず
、
適
切
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
日
常
生
活
に
必
要
な
金
銭

の
出
し
入
れ
に
困
っ
た
り
、
悪
質
な
訪

問
販
売
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
こ
ま

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

市�

県�

民�

税�
�

第
�
期
分

国
民
健
康
保
険
税�
�

第
�
期
分

納
期
限
は
１
月
31
日
㈫
で
す
。

納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
納
税
制
度
を
利
用
し
て
い

る
方
は
、
納
期
限
に
振
り
替
え
ま
す
の

で
預
貯
金
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
振
替
税
目
の
追
加
や
納
税
義

務
者
の
名
義
が
変
わ
っ
た
場
合
な
ど
は
、

改
め
て
口
座
振
替
の
申
込
み
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
申
込
み
は
、
い
つ
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
納
税
通
知
書
、

預
貯
金
通
帳
、
通
帳
届
出
印
を
持
参
の

う
え
、
収
納
課
、
各
総
合
支
所
総
務
課

窓
口
ま
た
は
金
融
機
関
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

毎
月
10
日
ま
で
に
申
込
み
を
さ
れ
た

方
は
、
そ
の
月
か
ら
振
り
替
え
ま
す
。

そ
れ
以
降
の
方
、
お
よ
び
み
ず
ほ
銀
行

で
の
お
申
込
み
の
方
は
、
翌
月
か
ら
振

り
替
え
ま
す
。

　

な
お
、
１
月
の
休
日
納
税
窓
口
は
、

　

そ
の
よ
う
な
方
々
が
、
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
に
お
手
伝
い
を
す
る
の

が
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
で

す
。
本
事
業
で
は
次
の
よ
う
な
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。

①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
、
相
談

援
助

②
年
金
・
手
当
な
ど
の
届
出
援
助

③
生
活
費
の
払
い
戻
し
や
家
賃
・
光
熱

水
費
な
ど
の
振
込
み
と
い
っ
た
日
常

的
金
銭
管
理

④
年
金
証
書
や
不
動
産
の
権
利
証
な
ど

重
要
書
類
の
お
預
か
り

　

利
用
に
関
す
る
相
談
、
お
問
い
合
わ

せ
は
、
左
記
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
�
合
�
�

　

秩
父
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
22―

７
３
１
０

平日夜間窓口 日曜日窓口 休日窓口

１月12日・26日
２月９日 １月29日 １月29日を除く土・日・祝

17時15分
～19時15分

（※）８時30分
～17時15分

（※）８時30分～
17時15分

市民課、保険年金課、
こども課、収納課

総合窓口
（市役所1階正面玄関左）

①戸籍の届書の預かり
② 戸籍、住民票の写し、印鑑登録・
証明、所得課税証明など税証明
の発行
③転入、転出届等の事務
④納税と納税相談の受付

……などの業務

①戸籍の届書の預かり
② 住民票の写し、印鑑
証明や所得課税証明
など税証明の発行
③市への納入金預かり
④死亡届に関する業務
※ 上記の業務以外は行
いません。

舎庁本の月1 ２・

※ 日曜日窓口・休日窓口の正午～午後２時は、大変混雑します。

手続きに時間がかかる場合がありますので、あらかじめご了

承ください。なお、他の時間帯は、円滑に発行・対応できま

すので、ご協力をお願いします。

日 月 火 水 木 金 土
1/1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31 2/1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18

19

戦
没
者
等
�
�
遺
族
�

皆
�
�
�

―

特
別
弔
慰
金
�
支
給
�
�
�
�―

福
祉
�
�
�
�
利
用
援
助
事
業

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
利
用
�
�
�
�

�

月

�

納

税



維
持
管
理
講
習
会

��

�　

２
月
16
日
㈭

　
　
　
　

午
後
６
時
40
分
〜

�
�
�　

市
民
会
館
３
階
第
１
会
議
室

内�

容　

浄
化
槽
の
働
き
と
使
い
方
・

維
持
管
理
の
し
か
た

※ 

旧
秩
父
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
で
、

平
成
17
年
度
に
補
助
金
の
交
付
を
受

け
て
浄
化
槽
の
工
事
を
し
た
方
は
、

必
ず
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

施
工
業
者
説
明
会

��

�　

２
月
16
日
㈭

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜

�
�
�　

市
民
会
館
３
階
第
２
会
議
室

内�

容　

旧
秩
父
市
の
平
成
18
年
度
合

併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業
の
概
要

に
つ
い
て

参
加
費　

両
会
と
も
に
無
料

申
込
�　

１
月
23
日
㈪
か
ら
２
月
10
日

㈮
ま
で
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
�
合
�
�　

生
活
衛
生
課

　

☎
25―

５
２
０
２
（
直
通
）

　

就
職
活
動
に
お
悩
み
の
方
、
こ
れ
か

ら
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、

埼
玉
県
ヤ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
出
前
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

就
職
活
動
に
関
す
る
お
役
立
ち
情

報
や
自
己
分
析
、
効
果
的
な
面
接
テ
ク

ニ
ッ
ク
な
ど
満
載
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

��

�　

１
月
17
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

�
�
�　

秩
父
高
等
技
術
専
門
校

対�

象　

一
般

参
加
費　

無
料

申
込
�　

１
月
13
日
㈮
ま
で
に
、
埼
玉

県
北
部
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
秩
父
支
所

（
☎
23―

７
８
８
１
）
へ
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

雇
用
保
険
受
給
者
の
方
で
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
を
受
け
た
場
合
、
求
職
活
動
と

し
て
認
定
さ
れ
ま
す
。

※ 

定
員
の
関
係
上
、
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
く
み
と
り
便
所
を
水
洗
ト

イ
レ
に
改
造
し
た
り
、
し
尿
浄
化
槽
を

廃
止
し
て
公
共
下
水
道
に
直
結
し
た
り

す
る
場
合
に
は
、
一
定
の
条
件
を
設
け

て
貸
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

貸
付
金　

40
万
円
ま
で
（
償
還
回
数
36

月
以
内
）

貸
付
金
利
率　

年
利
３
％

　

水
洗
化
工
事
は
、「
下
水
道
排
水
設

備
指
定
工
事
店
」
へ
直
接
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
市
へ
の
各
種
届
出
は
、
指

定
工
事
店
が
代
行
し
ま
す
。

　

指
定
工
事
店
の
名
簿
が
必
要
な
方
は
、

下
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

指
定
工
事
店
以
外
の
工
事
業
者
で
は

改
造
工
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

下
水
道
課

　

☎
25―

５
２
１
８
（
直
通
）

　

☎
22―

２
２
１
１
内
線
２
３
２
２

　

合
併
処
理
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る

方
、
こ
れ
か
ら
設
置
を
予
定
し
て
い
る

方
を
対
象
に
、
浄
化
槽
の
働
き
と
使
い

方
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
維
持

管
理
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
浄
化
槽
施
工
業
者
の
方
に
、

旧
秩
父
市
内
の
平
成
18
年
度
の
補
助
金

申
請
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

申
込
�　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父

　

☎
22―

３
２
１
５

　

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

プ
ラ
ザ
☎
24―

５
２
２
２

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
税
金
や
休
暇
、
保

険
な
ど
、
身
近
な
疑
問
を
わ
か
り
や
す

く
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

��

�　

１
月
24
日
㈫

�
�
�
�
�　

午
後
１
時
30
分
〜

相
談
会　
　
　

午
後
３
時
〜
３
時
30
分

�
�
�　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父　

内�

容　

労
働
関
係
の
法
律
、
保
険
・

税
金
の
基
礎
的
な
話
、
そ
の
他
相
談
等

費�

用　

無
料

※ 

事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
な
お
、
こ

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
相
談
会
は
失
業
認

定
の
求
職
活
動
と
な
り
ま
す
。

問
�
合
�
�

　
（
財
）21
世
紀
職
業
財
団
埼
玉
事
務
所

　

☎
０
４
８―

８
２
４―

７
０
０
１

問
�
合
�
�　

保
健
セ
ン
タ
ー
献
血
担
当

　

☎
22―

０
６
４
８
（
代
表
）

20

水
洗
便
所
改
造
資
金貸

付
制
度

合
併
処
理
浄
化
槽

維
持
管
理
講
習
会
�
�
�

施
工
業
者
説
明
会

就
職
活
動
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
月
�

求
職
活
動
支
援
�
�
�
�

と　き と　こ　ろ 内　容 定員
１／18㈬
13:30～16:30

ハローワーク秩父ステーション
プラザ

就職を成功させるために
（演習） 15人

１／20㈮
14:00～16:00 ハローワーク秩父 履歴書・職務経歴書の書

き方　（座学） 30人

１／23㈪
13:00～16:00 吉田総合支所　 就職を成功させるために

（演習） 20人

１／25㈬
13:30～16:30

ハローワーク秩父ステーション
プラザ

履歴書・職務経歴書の書
き方　（演習） 15人

１／27㈮
14:00～16:00 ハローワーク秩父 面接対策・就職の心得

（座学） 30人

２／１㈬
13:30～16:30

ハローワーク秩父ステーション
プラザ

面接対策・就職の心得
（演習） 15人

２／６㈪
13:00～15:00 吉田総合支所　 履歴書・職務経歴書の書

き方　（座学） 20人

２／８㈬
14:00～16:00

ハローワーク秩父ステーション
プラザ

就職を成功させるために
（座学） 15人

�
�
�
�
�
�

労
働
�
�
�
�
�
�
相
談
会

愛
�
献
血
�
�
協
力
�

２
月
16
日
㈭

１
月
27
日
㈮

午
前
10
時〜

正
午

午
後
１
時

〜
３
時
30
分

午
前
９
時
30
分

〜
11
時

道
の
駅
ち
ち
ぶ

隣
り「
花
ま
つ
り

の
森
」

（
秩
父
中
央
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
）

秩
父
警
察
署
内

食
堂
（
秩
父
警

察
署
）



利
用
時
間

第
�
部　

午
前
10
時
〜
正
午

第
�
部　

午
後
１
時
〜
３
時

第
�
部　

午
後
３
時
30
分
〜
５
時
30
分

第
�
部　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

休
館
日　

毎
週
火
曜
日
・
年
末
年
始

（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）・
そ
の
他
機

械
の
点
検
等
で
臨
時
に
休
館
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

利
用
料
金

　

一　

般　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
円

　

児
童
・
生
徒　
　
　
　
　

２
０
０
円

　

幼　

児　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
円

　

年
間
利
用
券　
　

１
２
，
０
０
０
円

　
専
用
利
用
１
コ
ー
ス 

３
，
０
０
０
円

※ 
満
65
歳
以
上
の
方
、
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
は
温
水
プ
ー
ル
の
個
人

利
用
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

問
�
合
�
�

　

市
民
生
活
課

　

☎
25―

５
２
０
０
（
直
通
）

　

 

温
水
プ
ー
ル
（
原
谷
小
学
校
複
合
施

設
内
）
☎
22―

７
４
１
１

　

あ
な
た
の
素
早
い
１
１
０
番
通
報
が

事
件
・
事
故
の
早
期
解
決
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎ 

１
１
０
番
に
掛
け
る
と
、
さ
い
た
ま

市
に
あ
る
埼
玉
県
警
察
本
部
通
信
指

令
室
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
何
が
あ
り
ま
し
た
か
（
内
容
）

○
ど
こ
で
あ
り
ま
し
た
か
（
目
標
物
）

○
い
つ
あ
り
ま
し
た
か
（
時
間
）

○
犯
人
は
（
人
相
や
服
装
、
特
徴
）

な
ど
順
を
追
っ
て
尋
ね
ま
す
の
で
、
落

ち
着
い
て
は
っ
き
り
と
答
え
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

１
１
０
番
は
、
緊
急
な
場
合
の
専
用

電
話
で
す
の
で
、
緊
急
性
の
な
い
各

種
相
談
は
、
埼
玉
県
警
察
相
談
コ
ー

ナ
ー
（
☎
０
４
８―

８
２
２―

９
１

１
０
ま
た
は
＃
９
１
１
０
）
に
、
ま

た
運
転
免
許
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
な
ど
は
、
警
察
署
や
交
番
・
駐
在

所
に
そ
れ
ぞ
れ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

秩
父
警
察
署

　

☎
24―

０
１
１
０

　

秩
父
市
告
示
第
２
７
７
号
で
告
示
し

た
都
市
計
画
に
関
す
る
公
聴
会
（
12
月

　

産
業
別
最
低
賃
金
（
６
つ
の
特
定
の

産
業
）
が
12
月
１
日
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
埼
玉
県
最
低
賃
金
�
時
間
額
�
�

�
円
�
よ
り
も
産
業
別
最
低
賃
金
が
優

先
し
ま
す
。

問
�
合
�
�

　

埼
玉
労
働
局
賃
金
室

　

☎
０
４
８―

６
０
０―

６
２
０
５

　

秩
父
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
22―

３
７
２
５

　

秩
父
市
温
水
プ
ー
ル
は
、
一
般
用
25

ｍ
プ
ー
ル
と
幼
児
用
プ
ー
ル
が
あ
り
、

シ
ー
ズ
ン
を
問
わ
ず
年
間
を
通
じ
て
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
健
康
増
進
・

体
力
向
上
の
場
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

５
日
、
原
谷
公
民
館
で
開
催
予
定
）
に

つ
い
て
は
、
公
述
申
出
書
の
提
出
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

問
�
合
�
�　

都
市
計
画
課

　

☎
25―

５
２
１
７
（
直
通
）

��

�　

１
月
29
日
㈰

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

規
制
場
所　

正
丸
ト
ン
ネ
ル
か
ら
飯
能
市

内
ま
で
（
国
道
２
９
９
号
）

※ 

飯
能
方
面
へ
は
、
名
栗
（
山
伏
峠
）

へ
の
迂
回
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
�
合
�
�

　

奥
む
さ
し
駅
伝
競
走
大
会
事
務
局

　

☎
０
４
２―

９
７
２―

６
０
２
８

不用品のリサイクルコーナー

譲
り
た
い
物

ベビーカー、学習机、スキーセット一式、歩
行器、ローチェア、乳児用ロッキングチェア、
畳ベッド、たんす（押入れ用）、食器戸棚

譲
っ
て
ほ
し
い
物

自転車、ミシン、チャイルドシート、自転車用
幼児補助椅子、パソコン、テレビ、レーザーディ
スク、たんす、コタツ、エレクトーン、ピアノ、
卓球台、バスケットゴール、ベッド、スキーセッ
ト一式、ホットカーペット、エアコン、ポータ
ブル便器

登
録
状
況

譲りたい物 11件
譲ってほしい物 28件

（平成17年12月８日現在）

※登録期間は３か月間で、市内在住の方に限ります。
　希望者は、電話にて市民生活課にご連絡ください。
　また、有効期間中に「譲れなくなった」または「譲り
受ける必要がなくなった」という場合は、必ず市民生活
課までご連絡ください。

　市では、自分には不用になったが、まだ利用でき
るものなので譲りたい、または、譲ってほしいとい
う希望者を登録し、紹介しています。
　なお、無料を条件とします。

登録申込み・問い合わせ
　　市民生活課　☎２５－５２００（直通）
　　　　　　　　☎２２－２２１１内線１３２１
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�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

今
年
�
最
賃
�
�
�
�
�
�

 

平
成
17
年
度

埼
玉
県
最
低
賃
金

産業別最低賃金 時間額
（円）

非鉄金属製造業 783

電気機械器具製造業、情報
通信機械器具製造業、電子
部品・デバイス製造業

785

輸送用機械器具製造業 797

光学機械器具・レンズ、
時計・同部分品製造業 792

各種商品小売業 766

自動車小売業 796

�
利
用
�
�
�
�

秩
父
市
温
水
�
�
�

�
月
10
日
�

�
�
�
番
�
日
�
�

都
市
計
画
課
�
�
��

知
�
�

奥
�
�
�
駅
伝
競
走
大
会
�
伴
�

�
�
�
�

交
通
規
制
�
�
知
�
�

平成17年　勤労青少年の標語
「チャンスは無限！　自分らしく　日々トライ」



　

市
立
保
育
所
に
勤
務
す
る
保
育
士

（
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
）・
調
理
師
（
パ
ー

ト
職
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

資�

格　

・ 

保
育
士
は
保
育
士
登
録
を
受
け
た
方

ま
た
は
保
育
士
登
録
簿
に
登
録
予
定

の
方

・
調
理
師
は
調
理
師
免
許
所
有
の
方

勤
務
条
件

・ 

臨
時
職
員
（
保
育
士
）
は
１
日
８
時

間
週
40
時
間
勤
務
。
構
造
改
革
特
別

区
域
の
認
定
に
よ
り
採
用
期
間
は
最

長
３
か
年
（
保
育
士
の
み
募
集
）

・ 

パ
ー
ト
職
員
（
保
育
士
・
調
理
師
）

は
１
日
１
時
間
か
ら
６
時
間
勤
務
で

採
用
期
間
は
原
則
最
長
３
か
年

募
集
人
員　

若
干
名

採
用
予
定　

４
月
１
日
ま
た
は
そ
れ
以
降

問
�
合
�
�　

こ
ど
も
課

　

☎
25―

５
２
０
６
（
直
通
）

　

秩
父
市
青
少
年
相
談
員
協
議
会
は
、

県
知
事
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
青
少
年
相

談
員
に
よ
る
青
少
年
の
た
め
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
助

け
る
た
め
、
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る

子
ど
も
好
き
な
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
資
格　

平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
の

年
齢
が
満
18
歳
以
上
32
歳
以
下
（
高
校

生
は
除
き
ま
す
。）
で
、
市
内
に
在
住
、

通
勤
し
て
い
る
方

申
込
�　

１
月
27
日
㈮
ま
で
に
左
記
へ
。

問
�
合
�
�　

生
涯
学
習
課

　

☎
25―

５
２
２
９
（
直
通
）

募
集
科
目　

パ
ソ
コ
ン
実
務
科
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
科
（
い
ず
れ
も
訓
練
期
間
６

か
月
、
定
員
各
20
人
）

対�

象　

新
た
に
知
識
、
技
能
を
取
得

し
、
就
業
を
希
望
し
て
い
る
方
（
年
齢

は
問
い
ま
せ
ん
。）

受
付
期
間　

１
月
10
日
㈫
〜
27
日
㈮

選
考
日　

２
月
８
日
㈬
午
前
９
時

合
格
発
表　

２
月
15
日
㈬

選
考
方
法　

筆
記
試
験
（
中
学
校
卒
業
程

度
の
国
語
と
数
学
）
お
よ
び
面
接

試
験
手
数
料　

無
料

授
業
料　

無
料
（
教
科
書
、
作
業
服
等

は
自
己
負
担
）

申
込
方
法　

中
学
、
高
校
等
を
卒
業
見
込

み
の
方
は
秩
父
高
等
技
術
専
門
校
に
直

接
願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

以
外
の
方
は
、
住
所
地
の
公
共
職
業
安

定
所
に
本
人
が
直
接
願
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

秩
父
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
22―

１
９
４
８

　

て
ん
刻
ク
ラ
ブ

は
現
在
15
人
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

��

�

　

毎
週
第
２
・
４

金
曜
日
、
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

�
�
�　

歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
美

術
・
陶
芸
室

対�

象　

一
般
成
人

講�

師　

塚
越
康
一
氏

募
集
人
員　

５
人

参
加
費　

月
額
１
，
０
０
０
円
（
材
料

費
等
別
）

申
込
�　

歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
事
務

室
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

中
央
公
民
館

　

☎
22―

０
４
２
０

　

親
切
な
指
導
の
も
と
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

��

�　

毎
週
日
曜
日

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

�
�
�　

影
森
公
民
館
講
堂

対�

象　

一
般
市
民

講�

師　

松
本　

茂
氏

会�

費　

月
２
，
０
０
０
円

申
込
�　

影
森
公
民
館
へ
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

影
森
公
民
館

　

☎
22―

０
７
７
７

　

青
年
茶
道
教
室
の
皆
さ
ん
に
、
お
茶

と
お
菓
子
の
い
た
だ
き
方
、
お
て
ま
え

を
教
え
て
も
ら
い
ま
す
。
こ
ど
も
中
心

の
お
茶
会
で
す
が
、
こ
ど
も
と
一
緒
に

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

��

�　

２
月
４
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

�
�
�　

歴
史
文
化
伝
承
館
２
階
茶
室

対�

象　

こ
ど
も
と
保
護
者

募
集
人
員　

30
人

参
加
費　

２
０
０
円
（
お
菓
子
代
と
し

て
当
日
集
金
し
ま
す
。）

申
込
�　

１
月
27
日
㈮
ま
で
に
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

☎
22―

０
４
２
０

　

流
れ
る
季
節
に
咲
く
草
花
、
野
草
や

木
々
の
花
を
美
し
い
透
明
水
彩
で
描
い

て
み
ま
せ
ん
か
？
ハ
ガ
キ
に
描
く
と
絵

手
紙
に
も
な
り
ま
す
。
初
心
者
大
歓
迎

で
す
。
ま
ず
は
気
軽
に
見
学
に
き
て
み

て
く
だ
さ
い
。

��

�　

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

�
�
�　

荒
川
公
民
館

会�

費　

毎
月
１
，
０
０
０
円

講�

師　

石
橋
城
呉
先
生

問
�
合
�
�　

荒
川
公
民
館

　

☎
54―

１
０
５
８

22

保
育
士
�
調
理
師

�
臨
時
�
�
�
�
職
員
�募
集

ペットは愛情を持ち、最後まで責任をもって飼いましょう！
飼い主には、ペットを愛情と責任を持って育て、最後まで飼い続ける義務があります。

青
少
年
相
談
員
募
集

秩
父
高
等
技
術
専
門
校

 

平
成
18
年
�
月
入
校
�

短
期
�
�
�
訓
練
生
募
集

�
中
央
公
民
館
�
�
刻
�
�
�
�

受
講
生
募
集

�
日
曜
社
交
�
�
�
��
�
�

受
講
生
募
集

立
春
�
�
�
�
茶
会

参
加
者
募
集

植
物
画
�
�
�
�会

員
募
集



　

呼
吸
と
イ
メ
ー
ジ
を
織
り
合
わ
せ
た

「
ら
せ
ん
」
の
動
き
で
、
体
を
し
な
や

か
に
し
ま
す
。
ア
ー
ト
気
分
で
無
理
な

く
行
う
健
康
体
操
で
す
。

��

�　

１
月
28
日
㈯
・
２
月
５
日
㈰
・

11
日
㈯
・
19
日
㈰
・
25
日
㈯
・
３
月
４

日
㈯
・
11
日
㈯
、
午
前
10
時
〜
11
時
30

分�
�
�　

歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
多
目

的
室

対�

象　

一
般
市
民

定�

員　

20
人

講�

師　

豊
田
武
志
氏

参
加
費　

無
料

服�

装　

動
き
や
す
い
服
装

申
込
�　

１
月
20
日
㈮
ま
で
に
中
央
公

民
館
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
�
合
�
�　

中
央
公
民
館

　

☎
22―

０
４
２
０
（
直
通
）

　

健
康
づ
く
り
と
秩
父
の
再
発
見
の
た

め
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
！

　

今
回
は
、
春
、
市
の
花
「
芝
桜
」
が

一
面
に
広
が
る
芝
桜
の
丘
ほ
か
、
自
然

と
文
化
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
羊
山

公
園
を
地
元
の
観
光
ガ
イ
ド
の
案
内
を

聞
き
な
が
ら
散
策
し
ま
す
。

��

�　

１
月
29
日
㈰
午
前
９
時
30
分

（
雨
天
中
止
）

�
�
�　

羊
山
散
策
�
�
�

　

西
武
秩
父
駅
前
集
合
↓
羊
山
公
園
↓

芝
桜
の
丘
↓
や
ま
と
ー
あ
ー
と
み
ゅ
ー

じ
あ
む
↓
牧
水
の
滝
↓
ち
ち
ぶ
銘
仙
館

↓
歴
史
文
化
伝
承
館
（
ア
ン
ケ
ー
ト
記

入
後
解
散
予
定
）

　

歩
行
時
間
約
２
時
間
（
見
学
の
時
間

等
は
含
み
ま
せ
ん
。）

定�

員　

50
人

参
加
費　

５
０
０
円
（
保
険
料
ほ
か
）

※
入
館
料
は
含
み
ま
せ
ん
。

申
込
�　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ち
ち
ぶ
ま
ち
づ
く
り

工
房
☎
23―
１
０
０
２

　

早
春
の
湖
畔
を

走
り
、
爽
や
か
な

汗
を
流
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

��

�　

３
月
26

日
㈰
雨
天
決
行

�
�
�　

浦
山
ダ

ム
（
秩
父
さ
く
ら
湖
）

受�

付　

午
前
８
時
30
分
〜
９
時
30
分

開
会
式　

午
前
９
時
30
分

�
�
�
�　

10
㎞
（
10
時
）、
５
㎞
（
10

時
10
分
）、
３
㎞
（
10
時
45
分
）、
１
・

５
㎞
（
10
時
55
分
）

種�

目

�
�
�
km
�
部　

フ
ァ
ミ
リ
ー
（
小
学

生
親
子
対
象
）

�
km
�
部　

中
学
生
男
女

�
km
�
部　

一
般
男
女
、
高
校
生
女
子

10
km
�
部　

一
般
男
女
、
高
校
生
男
子

参
加
費

　

一　

般　
　
　
　
　

２
，
５
０
０
円

　

高
校
生　
　
　
　
　

１
，
５
０
０
円

　
中
学
生
・
フ
ァ
ミ
リ
ー 

１
，
０
０
０
円

参
加
賞　

Ｔ
シ
ャ
ツ
、
タ
オ
ル
（
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
部
は
記
念
品
）
を
予
定

申
込
�　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
、
教
育
委

員
会
各
事
務
所
に
申
込
用
紙
（
郵
便
振

替
）
が
あ
り
ま
す
。
２
月
22
日
㈬
消
印

有
効
で
す
。

問
�
合
�
�　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　

☎
25―

５
２
３
０
（
直
通
）

　

初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
、
ス
キ
ー

歴
に
関
係
な
く
楽
し
め
る
ス
キ
ー
教
室

で
す
。
親
子
ス
キ
ー
教
室
と
し
て
も
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
バ
ッ
ヂ
テ
ス
ト
も
行

い
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

��

�　

２
月
10
日
㈮
〜
12
日
㈰

�
�
�　

長
野
県
志
賀
高
原
ス
キ
ー
場

参
加
費　

大
人
２
７
，
０
０
０
円
、
子

ど
も
２
３
，
０
０
０
円
（
バ
ス
代
・
宿

泊
料
・
夕
朝
食
付
・
保
険
含
む
）

指
導
者　

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
指

導
員
お
よ
び
文
部
科
学
大
臣
認
定
地
域

体
育
指
導
者
（
Ａ
・
Ｂ
級
）

定�

員　

80
人
（
初
め
て
の
子
ど
も
で

も
可
）

締�

切　

定
員
に
な
り
次
第
、
ま
た
は

１
月
31
日
㈫
ま
で
。

申
込
�　

　

初
心
者
向
け
の
教
室
で
す
。
ゆ
っ
た

り
と
し
た
平
泳
ぎ
や
背
泳
ぎ
を
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

��

�　

１
月
20
日
〜
３
月
24
日
午
前

10
時
〜
正
午
、毎
週
金
曜
日
（
全
10
回
）

�
�
�　

秩
父
市
温
水
プ
ー
ル

対�

象　

成
人
男
女

講�

師　

秩
父
市
水
泳
連
盟
指
導
員

参
加
費　

２
，
０
０
０
円

定�

員　

20
人

申
込
�　

１
月
４
日
㈬
〜
16
日
㈪
に
、

参
加
費
を
添
え
て
温
水
プ
ー
ル
窓
口
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
話

で
の
予
約
も
受
け
付
け
ま
す
。

問
�
合
�
�　

秩
父
市
温
水
プ
ー
ル

　

☎
22―

７
４
１
１

��

�　

１
月
７
日
㈯　

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

�
�
�　

秩
父
消
防
本
部

内�

容　

観
閲
・
部
隊
点
検
・
音
楽
隊

演
奏
・
鳶
組
合
に
よ
る
は
し
ご
乗
り
・

消
防
救
助
訓
練
等

問
�
合
�
�　

秩
父
消
防
本
部
警
防
課

　

☎
22―

０
１
２
２
（
直
通
）

　

☎
22―

０
１
１
９
内
線
３
３
３

23
秩父市立保育所、児童館、星の子教室の敷地内禁煙にご協力をお願いします。

�
40
歳
�
�
�
呼
吸
体
操
�

講
座
受
講
生
募
集

�
�
�
散
策
小
径

�
�
�
�
�
�

第
47
回
秩
父
宮
記
念

�
�
�
�
�
�
大
会

市
民
�
�
�
教
室

温
水
�
�
�
平
泳
�
�

背
泳
�
教
室

秩
父
広
域
消
防
出
初
式



　

学
校
週
５
日
制
の
土
曜
日
活
用
事
業

と
し
て
、
小
中
学
生
の
親
子
を
対
象
と

し
た
土
曜
映
画
会
を
開
催
し
ま
す
。

��

�　

２
月
18
日
㈯
午
後
１
時
開
場
、

１
時
30
分
上
映

�
�
�　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

作
品
名　
「
あ
し
た
元
気
に
な
〜
れ
！
」

入
場
料　

無
料

※ 

２
月
７
日
㈫
か
ら
整
理
券
を
生
涯
学

習
課
と
各
公
民
館
で
発
行
し
ま
す
。

１
，
０
０
０
枚
の
定
員
数
に
な
り
次

第
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

問
�
合
�
�　

生
涯
学
習
課

　

☎
25―

５
２
２
９
（
直
通
）

　

秩
父
夜
祭
は
絹
市
が
始
ま
り
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
秩
父
夜
祭
で
牽
引

さ
れ
る
屋
台
や
笠
鉾
の
囃
子
手
さ
ん
た

ち
が
着
る
「
お
揃
い
」
や
「
半
纏
」
な

ど
普
段
で
は
じ
っ
く
り
と
見
ら
れ
な
い

秩
父
夜
祭
の
装
束
や
道
具
類
な
ど
の
展

示
を
屋
台
町
会
・
煙
火
町
会
等
の
ご
協

力
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　

通
常
展
示
と
併
せ
、
ち
ち
ぶ
銘
仙
館

で
お
祭
り
の
文
化
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

��

�　

１
月
28
日
㈯
〜
２
月
５
日
㈰ 

�
�
�　

ち
ち
ぶ
銘
仙
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

展
示
品　

お
揃
い
、
半
纏
、
手
ぬ
ぐ
い
、

提
灯
ほ
か

入
館
料　

大
人
２
０
０
円
、
子
ど
も
１

０
０
円

問
�
合
�
�　

ち
ち
ぶ
銘
仙
館

　

☎
22―

４
１
１
２

　

市
内
の
公
民
館
活
動
者
が
集
い
、
演

技
発
表
等
を
行
い
ま
す
。

��

�　

２
月
４
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

�
�
�　

歴
史
文
化
伝
承
館
２
階
ホ
ー
ル

内�

容　

公
民
館
受
講
生
に
よ
る
演
技

発
表
や
生
涯
学
習
の
体
験
発
表

定�

員　

２
６
０
人

問
�
合
�
�　

中
央
公
民
館

　

☎
22―

０
４
２
０
（
直
通
）

��

�　

１
月
21
日
㈯
〜
25
日
㈬

�
�
�　

大
滝
公
民
館

内�

容　

写
真
、
絵
画
、
書
道
、
手
芸
、

盆
栽
、
俳
句
短
歌
、
工
芸
等
の
展
示

※ 

開
催
中
、
茶
道
部
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
へ
。

問
�
合
�
�　

大
滝
公
民
館

　

☎
55―

０
０
３
３

　

秩
父
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
マ

レ
ー
シ
ア
人
講
師
に
よ
る
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

��

�　

１
月
28
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

�
�
�　

歴
史
文
化
伝
承
館
調
理
室

定�

員　

20
人

参
加
費　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

講�

師　

マ
シ
ー
タ
ユ
ノ
ス
コ
グ
レ
先
生

申
込
�　

１
月
20
日
㈮
ま
で
に
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。）

問
�
合
�
�　

市
民
生
活
課

　

☎
25―

５
２
０
０
（
直
通
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
事
業
を

拡
大
し
た
成
功
話
や
そ
の
方
法
な
ど
を

聞
い
て
た
め
に
な
る
講
演
会
と
、
地
元

企
業
を
中
心
に
秩
父
の
産
業
の
未
来
を

語
り
合
う
井
戸
端
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

��

�　

２
月
24
日
㈮
午
後
１
時
45
分

か
ら
受
付

�
�
�　

秩
父
地
場
産
セ
ン
タ
ー
４
階

大
ホ
ー
ル
ほ
か

内�

容　

①
講
演
会
�
午
後
�
時
�
�

講�

師　

　

小
竹
食
品　

小
竹
佳
代
子
氏

　

ア
イ･

リ
ン
ク･

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
　
　
　
　
　

加
藤
忠
宏
氏

対�

象　

一
般
（
入
場
無
料
）

②
拡
大
井
戸
端
会
議�
午
後
�
時
45
分
�
�

内�

容　

大
学・支
援
機
関
、
金
融
関
係
、

地
域
内
企
業
等
が
グ
ル
ー
プ
別
に
分
か

れ
て
討
論
会
と
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

対�

象　

主
に
地
域
内
で
事
業
・
商
売

を
し
て
い
る
方

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

定�

員　

40
人

申
込
�　

秩
父
地
場
産
セ
ン
タ
ー
、
秩

父
商
工
会
議
所
、
郡
内
各
商
工
会
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

秩
父
地
場
産
セ
ン
タ
ー
産
学

官
連
携
事
業
推
進
委
員
会
交
流
部
会
事

務
局
☎
25―

０
０
８
８

秩父市メールマガジン「秩父市ふるさとメール」配信中！
購読登録は、秩父市ホームページからどうぞ 24

合
併�

秩
父
市
誕
生
記
念

第
�
回
親
子
土
曜
映
画
会

秩
父
夜
祭
�
絹
市
�
�
始
�
�
�

秩
父
銘
仙
�
夜
祭
装
束
展

合
併�

秩
父
市
誕
生
記
念

公
民
館
�
�
�
�

大
滝
文
化
展
�開

催
�
�
�

世
界
�
料
理
教
室

�
�
�
�
�
�
編
�

�
�
�
�
�
�
�
�
商
売
繁
盛

第
�
回
秩
父
�
産
業
�
語
�

未
来
�
考
�
�
会



秩父市ホームページ　http://www.city.chichibu.lg.jp

��

�　

１
月
28
日
㈯

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

�
�
�　

尾
田
蒔
公
民
館
集
会
室

講�

師　

倉
林
フ
サ
氏
ほ
か
３
名

参
加
費　

１
，
５
０
０
円
（
教
材
費
、

保
険
料
、
お
弁
当
代
を
含
み
ま
す
。）

募
集
人
員　

20
人

持
�
物　

座
布
団
、は
さ
み
、筆
記
用
具

申
込
�　

１
月
10
日
㈫
以
降
に
、
電
話

で
尾
田
蒔
公
民
館（
☎
23―
９
０
１
０
）

へ
お
申
込
み
の
後
、
１
週
間
以
内
に
参

加
費
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

乳
幼
児
（
主
に
０
歳
か
ら
３
歳
児
）

が
、
親
子
で
楽
し
く
遊
べ
る
広
場
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

通
常
開
催
日　

毎
週
火
、
木
、
土
曜
日

※ 

１
月
28
日
㈯
は
お
休
み
し
、
振
替
日

と
し
て
30
日
㈪
に
開
催
し
ま
す
。

開
催
時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分

�
�
�
�　

土
曜
日
の
午
後
に
ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
行
い
ま
す
。（
０
、
１
歳
の
お

子
さ
ん
と
お
母
さ
ん
お
父
さ
ん
を
対
象

に
、
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
楽
し
く

学
び
ま
す
。
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
興

味
の
あ
る
方
も
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。）

会�

場　

秩
父
幼
稚
園
ホ
ー
ル
（
秩
父

幼
稚
園
へ
は
、
慈
眼
寺
境
内
側
の
入
り

口
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。）

参
加
費　

無
料

＊ 

こ
の
事
業
は
秩
父
市
が
「
特
定
非
営

利
活
動
法
人
秩
父
こ
み
に
て
い
」
へ

委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。

問
�
合
�
�　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
秩
父

こ
み
に
て
い
事
務
局

　

☎
22―

７
８
６
６

　

赤
ち
ゃ
ん
を
子
育
て
中
の
お
か
あ
さ

ん
、
赤
ち
ゃ
ん
と
楽
し
く
遊
ん
で
、
幸

せ
な
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

　

赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
赤
ち
ゃ
ん
リ
ズ
ム
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
離
乳
食
も
、
月
齢
に
合

わ
せ
て
一
緒
に
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

��

�　

２
月
４
日
㈯
、
３
月
４
日
㈯

午
前
９
時
〜
11
時

�
�
�　

く
わ
の
実
保
育
園　

子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象　

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
お
母
さ
ん

参
加
費　

無
料

申
込
�　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
前
々

日
ま
で
に
予
約
の
申
込
み
を
電
話
に
て

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

社
会
福
祉
法
人
く
わ
の
実
会

く
わ
の
実
保
育
園　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
24―

４
４
５
５

　

子
ど
も
に
起
こ
り
や
す
い
事
故
の
予

防
と
、
手
当
て
に
つ
い
て
の
知
識
や
技

術
を
学
び
ま
す
。

��

�　

２
月
19
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

�
�
�　

福
祉
女
性
会
館

対�

象　

満
15
歳
以
上
の
方

定�

員　

20
人

費�

用　

１
，０
０
０
円
（
教
材
費
等
）

講�

師　

日
本
赤
十
字
社
幼
児
安
全
法

指
導
員

申
込
�　

社
会
福
祉
課

　

☎
22―

２
２
１
１
内
線
１
１
６
３

��

�　

３
月
12
日
㈰
午
前
9
時
30
分

〜
午
後
４
時
30
分

�
�
�　

福
祉
女
性
会
館

対�

象　

満
15
歳
以
上
の
方

定�

員　

20
人

費�

用　

１
，０
０
０
円
（
教
材
費
等
）

講�

師　

日
本
赤
十
字
社
救
急
法
指
導

員申
込
�　

社
会
福
祉
課

　

☎
22―

２
２
１
１
内
線
１
１
６
３

��

�　

２
月
14
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

�
�
�　

高
齢
者
憩
い
の
家
（
中
村
児

童
館
）
集
会
室

内�

容　
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
筋
力
ア
ッ

プ
」
を
テ
ー
マ
に
、
食
事
と
運
動
の
効

果
を
採
点
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
食
事
と
運
動
の
話
を
し
て

い
た
だ
き
、
健
康
度
を
測
定
し
ま
す
。

後
日
、
食
事
と
運
動
を
し
た
結
果
を
測

定
し
比
較
採
点
し
ま
す
。

講�

師　

野
澤
幸
子
先
生
（
秩
父
生
協

病
院
管
理
栄
養
士
）

対�

象　

60
歳
以
上
の
高
齢
者
（
定
員

に
満
た
な
い
場
合
は
60
歳
未
満
も
可
）

定�

員　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
込
�　

１
月
11
日
㈬
か
ら
高
齢
者
憩

い
の
家
（
中
村
児
童
館
）（
☎
22―

０

７
１
３
）
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

高
齢
者
介
護
課

　

☎
22―

２
２
１
１
内
線
１
１
７
４

　

昨
年
度
林
家
た
い
平
師
匠
の
出
演
で

好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
の
事
業
を

今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

��

�　

３
月
12
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
開
演

�
�
�　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

出�

演　

林
家
た
い
平
師
匠
、
ウ
イ
ン

ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
山
本
博
巳
さ
ん

対�

象　

65
歳
以
上
の
単
身
高
齢
者
、

70
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
の
方

参
加
費　

無
料
（
バ
ス
に
乗
車
さ
れ
る

方
は
３
０
０
円
）

申
込
�　

送
迎
バ
ス
に
乗
車
さ
れ
る
方

は
、
１
月
31
日
㈫
ま
で
に
地
区
の
民
生

委
員
、在
宅
福
祉
員
（
秩
父
地
区
の
み
）

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

秩
父
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
22―

１
５
１
４

25

布
�
�
�
作
�
教
室

親
子
�
遊
�
�
�
�
�
広
場

集
�
�
乳
幼
児
�

赤
�
�
��

遊
�
�
�
�
�

 

幼
児
安
全
法

�
�
�
�

 

一
般
講
習
会

赤
十
字
救
急
法一

般
講
習
会

�
�
�
�
��

若
�
�
��

�
�
�
�
�

高
齢
者
�
�
�
�
教
室

秩
父
市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催

高
齢
者
�
�
�
�
�
�
事
業



里
山
�
�
�
�
�
�
�
�

　

里
山
の
森
遊
歩
道
で
、
葉
を
落
と
し

た
樹
木
の
様
子
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

幹
の
様
子
か
ら
、
そ
の
樹
の
た
ど
っ
た

歴
史
を
少
し
だ
け
、
か
い
ま
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
冬
の
雑
木
林
で
樹
木
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

��

�　

２
月
12
日
㈰

　
　
　
　

午
前
11
時
〜
正
午

�
�
�　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
周
辺
遊
歩
道

対�

象　

一
般

定�

員　

15
人

参
加
費　

１
０
０
円

申
込
�　

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
込
み
。

当
日
窓
口
で
の
申
込
み
も
可
能
。

�
月
�
室
内
�
�
�
�
�
�
�

　

・
コ
ラ
ー
ジ
ュ
で
あ
そ
ぼ
う

　

・
あ
ら
か
わ
流
華
道
教
室

��

�　

２
月
１
日
㈬
〜
28
日
㈫
、
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
の
間
随
時

�
�
�　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

対�

象　

一
般

定�

員　

特
に
な
し

参
加
費　

材
料
費
実
費
（
50
円
）

申
込
�　

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
窓
口

に
て
随
時
受
付

問
�
合
�
�

　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　

☎
54―

２
０
１
４

１
月
１
日

横田内科･呼吸器科クリニック
岩田産婦人科医院
秩 父 病 院
鬼 石 病 院

（内・呼）
（産・婦・内）

小鹿野町
番場町
宮側町
鬼 石

☎72－7447
☎24－1336
☎22－3022
☎52－3121

１
月
２
日

秩 父 市 立 病 院
小鹿野中央病院
鬼 石 病 院

（外・内・小・整・脳外）
（内・外・整）

桜木町
小鹿野町
鬼 石

☎23－0611
☎75－2332
☎52－3121

１
月
３
日

あらいクリニック
荒 舩 医 院
秩 父 第 一 病 院
高 橋 医 院

（内・小）
（内・外）

（内・小）

本 町
横瀬町
中村町
鬼 石

☎25－2711
☎24－0160
☎25－0311
☎52－2253

１
月
８
日

医師会休日診療所
五 野 上 医 院
小鹿野中央病院
鬼 石 病 院

（内・小）
（内・小）

熊木町
大野原
小鹿野町
鬼 石

☎23－8561
☎22－1587
☎75－2332
☎52－3121

１
月
９
日

医師会休日診療所
秩父脳外科内科クリニック
秩 父 第 一 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（脳外・内）

熊木町
永田町
中村町
鬼 石

☎23－8561
☎21－2330
☎25－0311
☎52－3121

１
月
15
日

医師会休日診療所
本 間 医 院
秩 父 第 一 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（内・小・リウマチ）

熊木町
小鹿野町
中村町
鬼 石

☎23－8561
☎75－0020
☎25－0311
☎52－3121

１
月
22
日

医師会休日診療所
近 藤 医 院
秩 父 市 立 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（産・婦・内）

熊木町
日野田町
桜木町
鬼 石

☎23－8561
☎22－0043
☎23－0611
☎52－3121

１
月
29
日

医師会休日診療所
伊古田小児科医院
健 生 堂 病 院
高 橋 医 院

（内・小）
（小）

（内・小）

熊木町
皆野町
東 町
鬼 石

☎23－8561
☎62－4585
☎22－0270
☎52－2253

２
月
５
日

医師会休日診療所
荒 舩 医 院
秩 父 病 院
　（ 未　　 定 ）　

（内・小）
（内・外）

熊木町
横瀬町
宮側町
鬼 石

☎23－8561
☎24－0160
☎22－3022

２
月
11
日

医師会休日診療所
あらいクリニック
秩 父 市 立 病 院
　（ 未　　 定 ）　

（内・小）
（内・小）

熊木町
本 町
桜木町
鬼 石

☎23－8561
☎25－2711
☎23－0611

２
月
12
日

医師会休日診療所
大 谷 津 医 院
小鹿野中央病院
　（ 未　　 定 ）　

（内・小）
（内・小）

熊木町
阿保町
小鹿野町
鬼 石

☎23－8561
☎22－6329
☎75－2332

※医師会休日診療所の診療時間は、午前10時から午後５時までです。
※休日診療所以外の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
　その後はお電話ください。（藤岡市鬼石を除く）
※秩父郡市医師会（http://www.chichibu.ne.jp/̃ishikai）または、
　藤岡多野医師会（http://fujiokatano.gunma.med.or.jp/index.html）
　のホームページで確認できます。

　

秩
父
郡
市
医
師

会
は
、
平
成
16
年

８
月
か
ら
小
児
の

１
次
（
初
期
）
救

急
医
療
体
制
を
立

ち
上
げ
て
診
療
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
平
成
18

年
１
月
か
ら
体
制
の
一
部
を
変
更
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

変
更
内
容

診
療
時
間　

午
後
７
時
30
分
〜
10
時

診
療
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）

診
療
内
容

　

当
秩
父
地
域
に
お
い
て
は
、
小
児
科

の
あ
る
病
院
や
小
児
科
医
が
少
な
く
、

現
状
で
で
き
う
る
最
大
限
の
方
策
と
し

て
、
昨
年
８
月
か
ら
平
日
夜
間
小
児
１

次
（
初
期
）
救
急
医
療
体
制
を
整
え
、

小
児
科
医
ま
た
は
小
児
科
以
外
の
各
診

療
科
の
医
師
に
よ
る
小
児
の
救
急
診
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
必
ず
し
も

小
児
科
医
に
よ
る
診
察
で
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
体
制
は
�
�
�
�
救
急
診
療
�

�
�
�
一
般
�
夜
間
診
療
�
�
�
�
�

�
�
�
従
っ
て
、
ス
タ
ッ
フ
、
検
査
、

処
置
等
に
限
界
が
あ
り
ま
す
。
早
く
か

ら
症
状
の
あ
る
場
合
は
で
き
る
だ
け
昼

間
に
小
児
科
医
や
か
か
り
つ
け
医
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
以
上
、
充
分
ご
理

解
の
う
え
平
日
夜
間
小
児
救
急
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　

当
日
の
担
当
医
療
機
関
名
と
電
話
番

号
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
必
ず
ご

希
望
の
医
療
機
関
へ
電
話
に
て
ご
連
絡

の
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

秩
父
郡
市
医
師
会

　

☎
22―

０
５
７
０

小
児
救
急
案
内　

電
話
番
号

☎
25―

２
０
９
９

小
児
の
１
次（
初
期
）救
急
医
療
体
制

の
一
部
変
更
の
お
知
ら
せ

小
児
救
急
広
報

※ ２月の藤岡市鬼石の休日急患当番医は未定ですので、１月４日
以降に藤岡多野医師会（☎0274－22－0251）へ直接お問い合わ
せください。（土・日・祝日は除く）

26
平日夜間小児１次（初期）救急案内（☎25－2099）　診療時間（午後７時30分～10時）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

里
山
�
�
�
�
�
�
�
�
�

室
内
�
�
�
�
�
�
�
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　昨年11月19日、高篠地区の定峰市有林にお
いて、「紅葉に彩る植樹のつどい」が開催さ
れました。
　これは、秩父市の特徴を活かした森林育成
事業の一環として行われたもので、当日は秋
晴れの下、高篠中学校、秩父農工科学高等学
校、高篠地区町内会、林業関係者など約210
人が参加して、市の木「カエデ」をはじめと
した６種類の苗木約870本の植栽が行われま
した。

　昨年11月23日、吉田公民館主催の「歩け歩
け運動」が開催されました。
　午前10時に旧上吉田小学校を出発した一行
は、秋の色に染まる山々を見ながら小鹿野町
境にある「みどりの村」を目指しました。
　「みどりの村」では、ストラックアウトや
グラウンドゴルフなどのイベントも催され、
楽しそうな声が飛び交う中で約150人の参加
者たちは秋の一日を楽しみました。

　昨年11月19日、20日、荒川総合運動公園で、
第12回荒川新そばまつりが開催されました。
　19日は、130人が参加して「おらが自慢の
そば食べ放題」が行われ、20日には、荒川産
の新そば4,500食が用意され、あちこちで新
そばを待つ行列が見られました。
　また、合併した旧市町村の郷土芸能の披露
や自衛隊のラッパ隊による演奏などがまつり
を盛り上げ、約7,000人の観客が晴れやかな
１日を楽しみました。

「歩け歩け運動」元気に開催！

合併 秩父市誕生記念
荒川新そばまつり

　奥秩父に存在した森林鉄道各線は、いまも
なお多くの謎に包まれたまま眠っています。
その中の１つで1969年ごろ廃線となった入川
森林鉄道のトロッコ廃線路散策が昨年11月19
日、県立大滝げんきプラザの活動として行わ
れました。
　県内より集まった約40人の参加者は落ち葉
の舞い散る中、昔に思いを馳せながら廃線路
を歩きました。
　また、翌日にはげんきプラザ周辺の自然物
を使って、創意工夫したクリスマスリース作
りを楽しみました。

自然を楽しむ！
トロッコ廃線路散策

合併 秩父市誕生記念
紅葉に彩る植樹のつどい
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　昨年10月16日、長瀞げんきプラザで行われ
た全日本通信珠算競技大会で、影森小学校４
年の草柳晃介君（写真左）、池田千裕君（写
真右）、永沼美紀さん（写真中央）の３人（つ
くし珠算会所属）が団体戦（小学４年生以下
の部）に出場し、埼玉県で優勝しました。
　この大会は、（社）全国珠算教育連盟の主
催により、秋のそろばん日本一を決めるため
全国約200会場で一斉に行われるもので、集
計の結果、全国のランキングも決定します。
　県大会で優勝した３人は、共に１級に合格
しています。

“山あいに響く水勢”
　　　　「鉄砲堰」の復元

　先に行われた「第84回全国高校サッカー埼
玉大会」において、新井章太さん（下吉田）
が優秀選手18人に選ばれました。
　新井さんは正智深谷高校（２年）でゴール
キーパーを務め、チームの要として活躍。惜
しくも全国大会への切符を手にすることはで
きなかったものの、そのすばらしい活躍が認
められ今回の選出となりました。

　（社）国土緑化推進機構主催の「森の名手・
名人」に、菅沼　勇さん（荒川贄川）が選ば
れました。「森の名手・名人」とは、森に関
わる生業や地域生活に染み込んだ営みのうち、
優れた技を極め、他の模範となっている達人
のことで、平成14年度から毎年全国で100人
が選定されています。
　菅沼　勇さんは、森の伝承・文化部門の「す
かり」作りの名手名人として選定されました。
菅沼さんは15歳の時から「すかり」作りをし
ているそうです。
※すかり＝秩父の山で採取したスゲを使った網袋

「全国高校サッカー埼玉大会」で
新井章太さんが優秀選手に！

菅沼　勇さんが
「森の名手・名人」に選ばれました

全日本通信珠算競技大会
埼玉県支部大会で団体優勝

◆ まちのわだいをお寄せください ◆
　皆さんの身近にあるまちのわだいを、お気軽
にご連絡ください。
　連絡先　企画広報課 ☎22－2202（直通）
 ☎22－2211内線1208

　昨年11月24日、合併秩父市誕生記念事業と
して中津川大山沢に「鉄砲堰」を復元し、記
念放流が行われました。
　「鉄砲堰」は、昭和20年代後半まで木材を
運ぶ手段として盛んに使われていた手法で、
堰の上流に溜めた水を一気に放流し、木材を
下流に搬送するものです。
　今回の復元事業では、先人の知恵を後世に伝
えると共に、今後観光振興施策としてのエコツ
アーや野外教育施設として利用が期待されます。


	

